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台湾・カムチャッカ・韓国の山々
座談会「あなたは水没した仲間を救えますか？」

　　　  原始の山をのぼる　北海道の山と谷
　　　  無くしたい行方不明・死亡事故シリーズ

コロナ自粛下で体力・筋力を維持しよう！

新連載



山岳スポーツ愛好者の皆様へ

　新型コロナウイルス感染被害は拡大の一途をたどり、ついに緊急事態宣言
対象地域が全国に拡大しました。
　山小屋の従業員を感染から守り、宿泊登山者の３密による相互感染を防ぐ
ため、多くの山小屋やスポーツクライミング施設の閉鎖が相次いでいます。
　新型コロナウイルスは、潜伏期間が長い、感染しても自覚症状がでない、
一度陰性になっても再度陽性反応がでる感染者が多く見られます。このよう
な潜在的感染媒介者には若年・壮年層が多いのも特徴です。
　全国民が、外出制限、商業施設の相次ぐ閉鎖あるいは在宅勤務等々、日々
逼迫した窮屈な生活を強いられています。このような現況下で、都市を離れ、
清浄な空気と自然を求めての登山やクライミング行為は、出先の方々への感
染を広め、山岳スポーツ愛好者自身が感染するリスクを高めます。
　この緊急事態に対処するには、山岳スポーツを愛する皆様の他者への思い
やり、そして何よりご自身の感染防御に専心され、事態の収束を見るまで山
岳スポーツ行為を厳に自粛していただきますよう、山岳四団体としてお願い
たします。
　山岳スポーツに係わるすべての皆様の緊急事態宣言へのご理解とご協力
で、感染症拡大阻止に寄与し、この未曽有の感染危機が一日も早く収束する
ことを願っております。
　近々事態が収まり、山で、岩場であるいはクライミング施設で皆様と再び
お会いできる日を楽しみにしております。

令和 2 年 4 月 20 日

山岳四団体
公益社団法人 日本山岳・スポーツクライミング協会

日本勤労者山岳連盟
公益社団法人 日本山岳会

公益社団法人 日本山岳ガイド協会

※緊急事態宣言は 5 月末まで延長されたが、地域によっては期限前に解除される可能性がある。
下記についても 5 月 7 日現在は継続しているが、最新の情報を参照していただきたい。



　

台
湾
は
玉
山
が
有
名
だ
が
、
も
っ

と
余
裕
を
も
っ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
を
勧

め
た
い
。
基
本
４
泊
５
日
の
日
程
で
、

入
境
日
と
出
境
日
を
除
く
３
日
の
内
、

２
日
を
登
山
に
当
て
る
計
画
で
あ
る
。

航
空
券
、
ホ
テ
ル
、
外
食
の
一
切
を

含
め
て
１０
万
円
前
後
の
予
算
内
で
収

ま
る
。

　

七
星
山
（
１
１
２
０
ｍ
）
は
、
台

北
市
北
郊
外
に
広
が

る
陽
明
山
国
立
公
園

内
に
あ
る
休
火
山
で

あ
り
、
台
北
市
の
最

高
地
点
だ
。
紗
帽
山

（
６
４
３
ｍ
）
は
、
七

星
山
と
は
陽
明
山
公

園
を
挟
ん
で
南
側
に

位
置
す
る
寄
生
火
山

で
あ
る
。
ず
ん
ぐ
り

む
っ
く
り
し
た
姿
が

往
時
の
冠
の
よ
う
に

見
え
る
の
で
紗
帽
山

と
名
付
け
ら
れ
た
と

い
う
。

　

七
星
山
の
登
山
口

は
、
陽
明
山
公
園
か

ら
の
苗
圃
登
山
口
、

西
側
か
ら
の
小
油
坑
登
山
口
、
東
側

か
ら
の
冷
水
坑
登
山
口
が
あ
る
。
苗

圃
登
山
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
地
下

鉄
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
で
士
林
駅
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
紅
５
番
バ
ス
で
陽
明
山
に

向
か
う
。
３０
分
足
ら
ず
で
終
点
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
着
く
。
バ
ス
代
は
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
お
金
で
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
外
国
人

旅
行
者
に
は
便
利
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
支
払
う
と
バ

ス
料
金
が
２
割
引
き
に
な
る
。

　

苗
圃
か
ら
の
登
山
道
は
き
ち
ん
と

し
た
階
段
で
、
熱
帯
林
の
中
の
ハ
イ

ウ
エ
ー
と
い
う
趣
だ
。
七
星
公
園
を

越
え
る
と
樹
林
帯
が
終
わ
り
、
ス
ス

キ
、
サ
サ
ダ
ケ
に
わ
ず
か
に
灌か

ん
ぼ
く木

が

混
じ
る
植
生
に
な
る
が
、
石
の
階
段

道
が
続
く
。
す
る
と
、
東
峰
に
着
く
。

そ
こ
か
ら
５
分
ほ
ど
で
主
峰
で
あ
る
。

主
峰
の
頂
上
は
広
さ
１０
ｍ
四
方
く
ら

い
で
、
頂
上
を
示
す
標
柱
と
三
角
点

の
基
石
が
あ
る
。

　

紗
帽
山
も
登
山
口
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
同
じ
、
こ
の
山
も
七
星
山
と
同
じ

石
の
階
段
道
で
あ
る
。

（
山
行
日
：
２
０
１
９
年
１
月
７
日
）

内山宣夫
あらかわ山の会／東京

台北大橋から見た紗帽山。手前は淡水河
七星山は雲の中

七星山、紗帽山の石畳階段 紗帽山頂上

←大屯山方面
基隆市方面→

台北市街方面

小油坑登山口

陽
金
公
路

陽明山公園側
登山口

紗
帽
路

紗帽山

大埔登山口

冷水坑
登山口

七星山

七星公園

ビジターセンター
苗圃登山口

バスターミナル

陽明山公園
東峰

→
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近
く
て
遠
い
国
ロ
シ
ア
の
秘
境
へ

　

未
知
の
国
ロ
シ
ア
を
訪
ね
る
５
日

間
の
山
旅
、
会
の
メ
ン
バ
ー
７
人
で

一
般
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
。
７
月
１２

日
、
成
田
空
港
で
各
地
か
ら
の
参
加

者
９
人
と
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
に
合
流
、

日
本
海
を
横
断
し
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
始

発
の
軍
港
都
市
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
。

　

翌
早
朝
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
渡
り

極
東
ロ
シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

南
部
の
州
都
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
・

カ
ム
チ
ャ
ツ
キ
ー
へ
。
空
港
で
男
女

２
人
の
通
訳
と
共
に
、
で・

・か
タ
イ
ヤ

の
ト
ラ
ッ
ク
バ
ス
に
乗
り
出
発
。
舗

装
道
路
を
離
れ
る
と
、
水
流
が
殆ほ

と
ん

ど

な
い
河
原
が
登
山
基
地

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な

る
。
四
駆
な
の
で
残
雪

上
も
問
題
な
い
が
、
乗

り
心
地
は
最
悪
だ
。

　

夕
方
（
と
い
っ
て
も
、

午
後
１０
時
過
ぎ
ま
で
明

る
い
）、
キ
ャ
ン
プ
ハ
ウ

ス
（
標
高
８
０
０
ｍ
）

に
到
着
。
プ
レ
ハ
ブ
状

の
キ
ャ
ビ
ン
が
１０
数
棟

並
ぶ
。１
棟
は
二
段
ベ
ッ

ド
の
４
人
部
屋
が
２
室
、
照
明
以
外

暖
房
も
シ
ャ
ワ
ー
も
な
い
。
が
、
少

し
離
れ
た
ぽ
っ
と
ん
便
所
の
周
囲
は

花
が
い
っ
ぱ
い
。
食
堂
で
は
日
本
人

２
パ
ー
テ
ィ
（
登
頂
組
、フ
ラ
ワ
ー
組
）

と
賑
や
か
に
…
。
夕
食
は
、
市
場
調

達
の
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、
カ
ニ
を

肴さ
か
な

に
地
ビ
ー
ル
、
ボ
ル
シ
チ
、
イ
ク

ラ
丼
と
、
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
ひ
と

時
を
。
北
緯
５３
度
だ
が
、
寒
さ
は
そ

れ
ほ
ど
感
じ
な
い
。

　

ア
バ
チ
ャ
山
登
山

　

３
日
日
は
世
界
遺
産
「
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
の
火
山
群
」
の
一
つ
ア
バ
チ
ャ

山
登
頂
日
。
昨
夜
ま
で
の
霧
が
晴
れ
、

山
々
が
朝
日
に
輝
く
。
北
に
は
ピ
ラ

ミ
ダ
ル
な
カ
リ
ャ
ー
ク
山
（
３
４
５

６
ｍ
）
が
白
く
聳そ

び

え
、
東
に
は
目
指

す
ア
バ
チ
ャ
山
（
２
７
４
１
ｍ
）
が

大
き
い
。
７
時
過
ぎ
、
参
加
者
１６
人
、

ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
、
通
訳
２
人
、
ガ

イ
ド
５
人
、
計
２４
人
の
大
部
隊
で
出

発
。
緩
や
か
な
斜
面
、
雪
渓
を
越
え

る
と
、イ
ワ
ブ
ク
ロ
、イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、

タ
カ
ネ
シ
オ
ガ
マ
、
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
、

リ
シ
リ
ヒ
ナ
ゲ
シ
な
ど
日
本
の
高
山

植原康之  東三河山ぽ会／愛知

世界遺産カムチャツカ火山群のひとつカリャーク山

トラックバスで河原を走る

2000 ｍ地点手前の尾根を行く（右奥に山頂）
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2019 年 7 月 12 日～ 16 日
1 日目　成田空港発、ウラジオストク着
2 日目　ウラジオ発、ペトロパブロフスク・カ

ムチャツキー空港着～アバチャ山麓
着（キャンプハウス泊）

3 日目　アバチャ山登頂（歩行 約 10 時間、
同上泊）

4 日目　バチェカズェッツ山麓（フラワーハイ
ク 約 2 時間）～パラトゥンカ温泉着

（ロッジ泊）
5 日目　ペトロパブロフスク・カムチャツキー

空港発（ウラジオストク経由）、成田
空港着

費　用：約 33 万円（燃油サーチャージ、空港
税等含む）

利用旅行会社：アルパインツアーサービス（株）

植
物
が
咲
き
乱
れ
る
。
標
高
差
が
１

９
０
０
ｍ
以
上
あ
る
の
で
、
約
３０
分

ご
と
に
休
憩
を
取
り
ゆ
っ
く
り
登
る
。

　

２
０
０
０
ｍ
地
点
で
昼
食
、
雪
を

ま
と
っ
た
山
頂
部
が
目
前
に
。
こ
の

辺
り
か
ら
は
植
物
も
な
く
、
ス
コ
リ

ア
（
軽
石
）
の
道
が
続
く
。
雪
原
の

ト
ラ
バ
ー
ス
後
、
い
よ
い
よ
数
百
ｍ

の
大
斜
面
に
。
前
日
の
雨
の
お
陰
で

砂す
な

埃ぼ
こ
り

や
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る
辛

さ
は
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
残
雪
（
ガ

イ
ド
に
よ
れ
ば
過
去
最
多
と
も
）
の

表
面
が
固
く
な
り
緊
張
感
が
高
ま
る
。

ガ
イ
ド
の
切
っ
た
ス
テ
ッ
プ
を
慎
重

に
辿た

ど

る
（
下
山
後
、
先
行
パ
ー
テ
ィ

の
１
人
が
５０
ｍ
滑
落
・
無
傷
と
の
話

を
聞
く
）。
１４
時
半
、
山
頂
（
外
輪
山

の
一
角
）
に
到
着
。
火
山
群
の
展
望

は
素
晴
ら
し
い
が
、
火
口
の
噴
煙
が

息
苦
し
く
寒
い
の
で
、
長
居
は
で
き

な
い
。

　

下
山
は
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
。
２
０

０
０
ｍ
地
点
に
戻
る
と
雪
は
な
く
な

り
ホ
ッ
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
別
ル
ー

ト
、
砂
走
り
が
始
ま
る
。
一
気
に
下

れ
る
が
、
凍
っ
た
雪
も
隠
れ
て
い
る

の
で
慎
重
に
。
黄
色
い
お
花
畑
な
ど

を
楽
し
み
、
ラ
ク
ダ
山
の
麓
を
巻
い

て
、
１９
時
半
、
無
事
キ
ャ
ン
プ
ハ
ウ

ス
に
帰
る
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

　

森
と
湖
の
フ
ラ
ワ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

　

翌
日
も
最
高
の
天
気
。
南
の
ヴ
ィ

リ
チ
ン
ス
キ
ー
山
（
２
１
７
３
ｍ
、

こ
れ
も
富
士
山
型
の
秀
峰
）
な
ど
の

大
展
望
を
満
喫
し
、
河
原
道
路
を
下

山
す
る
。
舗
装
路
を
走
っ
て
も
改
造

バ
ス
は
よ
く
揺
れ
る
。
西
に
向
か
い
、

バ
チ
ェ
カ
ズ
ェ
ッ
ツ
山
麓
（
標
高
５

０
０
ｍ
）
に
到
着
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の

森
と
き
れ
い
な
湖
沼
群
の
中
、
フ
ラ

ワ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
が
始
ま
る
。
猛
烈

な
蚊
の
大
群
に
備
え
、
現
地
の
強
力

虫
除
け
と
防
虫
ネ
ッ
ト
で
完
全
武
装

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　

ヒ
グ
マ
除
け
の
番
犬
に
守
ら
れ
歩

き
出
す
と
、
チ
シ
マ
フ
ウ
ロ
、
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
チ

シ
マ
キ
ン
バ
イ
、
エ
ゾ
ゴ
ゼ
ン
タ
チ

バ
ナ
な
ど
の
花
の
群
落
が
現
れ
る
。

　

こ
れ
ら
は
日
本
で
は
高
山
で
し
か

見
ら
れ
な
い
が
、
雑
草
の
よ
う
な
感

覚
の
た
め
か
踏
み
つ
け
て
も
気
に
す

る
人
は
い
な
い
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
希
少

種
キ
バ
ナ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
大
群
落
、

み
な
さ
ん
写
真
撮
影
で
忙
し
い
!?

残雪豊富なアバチャ山（ルートは左側斜面）

砂走りを下る

キャンプハウスで夕食

バチェカズェッツ山麓でフラワーハイク
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人
気
の
名
渓
で
あ
る
。
途
中
１
泊

の
沢
で
、
帰
路
は
登
山
道
が
利
用
で

き
る
。
上
級
者
向
き
だ
が
、
力
の
そ

ろ
っ
た
パ
ー
テ
ィ
な
ら
と
て
も
快
適

な
沢
だ
。
短
い
泳
ぎ
の
ゴ
ル
ジ
ュ
の

突
破
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

力
も
必
要
。
メ
ン
バ
ー

は
泳
げ
る
こ
と
が
条
件

だ
。

１
日
目
：
入
渓
地
で
テ

ン
ト
を
張
っ
て
前
夜
泊
。

こ
の
日
は
海
抜
０
ｍ
か

ら
５
７
０
ｍ
二
股
ま
で

遡
行
す
る
。
足
元
を
通

過
す
る
多
く
の
イ
ワ
ナ

を
尻
目
に
河
原
と
ゴ
ル

ジ
ュ
を
泳
い
で
通
過
す

る
。
残
念
だ
が
こ
の
沢

は
北
海
道
で
は
数
少
な

い
全
面
禁
漁
河
川
に

な
っ
て
い
る
。
核
心
の

函
地
形
の
Ｓ
字
峡
を
抜

殿平厚彦
札幌中央勤労者山岳会／道央

「山と谷作成会議」代表

新連載

道南の沢
!!!（上級）

狩
場
山

須す

っ

築き

川
　

　北海道の沢登りは沢筋の雪が無くなる 7 月からにな
る。高山の沢筋にはまだ多くの雪渓が残るので、高い
山の沢は 8 月の声を聞いてから 9 月終わりまでのほん
の少しの期間しか沢を楽しむことができない。そのた
め、この季節には寸暇を惜しんで沢に行くことになる。
遡行の後の下山に夏道が利用できると気が楽だが、夏
道の無い山も多い。特に日高山脈は夏道のある山がわ
ずかなので、帰路も沢になる事が多く、往復で楽しめ
る。
　沢の魅力は何といっても途中のテント泊で、盛大な

焚き火と釣りである。闇に包まれた中での大きな焚
た

き
火
び

とイワナの塩焼き、刺し身、そしてわずかなお酒は
至福のひと時を約束してくれる（北海道のイワナは人
慣れしていないので、誰でも釣れるところが良い）。
遡行者が少ないため、滝や函の巻き道、踏み跡はほと
んど無いので注意が必要だ。
　北海道の沢のグレードは「 !（初級）」「! !（中級）」「! 
! !（上級）」で表され、これに＊印をつけて 6 段階に
していて、1 級から 5 級で表した本州のグレードにほ
ぼ対応している。

沢登りは原始の森と野生動物の中で
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上
を
踏
む
の
が
こ
の
山
を
満
喫
で
き
る
お

勧
め
コ
ー
ス
だ
。
ま
た
、
こ
の
山
は
北
海

道
で
数
少
な
い
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
山
で
、
岩
場
を
望
み
な
が
ら
登
山
道

を
登
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
素
晴
ら
し
い
。

１
日
目
：
登
山
口
か
ら
ユ
ー
フ
レ
川
沿
い

の
道
を
歩
く
。
判
然
と
し
な
い
部
分
も
あ

る
が
川
沿
い
な
の
で
見
失
っ
て
も
す
ぐ
に

分
か
る
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、
ワ
イ
ル
ド

な
ユ
ー
フ
レ
小
屋
に
泊
ま
ろ
う
。
水
は
目

の
前
の
ユ
ー
フ
レ
川
を
使
用
す
る
。

◎
登
山
口
（
１
・
５
ｈ
）
ユ
ー
フ

レ
小
屋

２
日
目
：
最
初
は
小
さ
な
沢

沿
い
で
、
分
か
り
に
く
い
部
分

に
は
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
が
つ
い

て
い
る
。
北
尾
根
に
取
付
く

と
ト
レ
イ
ル
は
明
瞭
で
、
徐
々

に
近
づ
く
本
峰
が
素
晴
ら
し
い

姿
を
見
せ
る
。
遮
る
物
の
無
い

頂
上
か
ら
の
展
望
は
見
事
だ
。

下
山
は
新
道
を
降
り
よ
う
。
頂

上
か
ら
登
山
口
ま
で
一
気
に

１
４
０
０
ｍ
の
下
山
な
の
で
、

気
を
抜
か
ず
に
ゆ
っ
く
り
降
り

よ
う
。

◎
ユ
ー
フ
レ
小
屋
（
３
ｈ
）
北
尾

根
（
２
・
５
ｈ
）
頂
上
（
３
ｈ
）

　

日
高
山
脈
と
並
ん
で
構
造
・
褶
曲
型
の

山
。
鋭
く
槍
の
よ
う
に
立
っ
た
本
峰
は
見

事
で
あ
り
、
新
道
・
旧
道
の
登
山
道
を
周

回
し
て
登
る
の
が
楽
し
い
。
登
山
口
に
は

キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
無
理
の
な
い
日
帰

り
は
新
道
か
ら
の
往
復
で
良
い
の
だ
が
、

旧
道
か
ら
ユ
ー
フ
レ
小
屋
に
１
泊
し
て
頂

け
て
５
７
０
ｍ
二
股
で
Ｃ
１
と
な
る
。

◎
須
築
橋
入
渓
地
（
４
ｈ
）
４
４
０
ｍ
二
股

（
４
ｈ
）
５
７
０
ｍ
二
股
Ｃ
１

２
日
目
：
核
心
は
過
ぎ
た
の
だ
が
こ

こ
か
ら
高
さ
の
あ
る
滝
が
現
れ
る
の

で
油
断
は
で
き
な
い
。
次
第
に
流
れ

も
小
さ
く
な
り
、
わ
ず
か
の
藪
漕
ぎ

で
頂
上
に
出
る
。
下
り
は
登
山
道
を

使
っ
て
一
気
に
降
り
よ
う
。

◎
５
７
０
ｍ
二
股
（
４
ｈ
）
頂
上

登
山
口

　

夏
道
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ユ
ー
フ
レ
小
屋
か
ら
ユ
ー
フ
レ
谷
を
登
る

の
も
面
白
い
。
小
屋
か
ら
少
し
歩
く
と
谷

は
残
雪
で
埋
ま
っ
て
い
て
、
深
い
谷
筋
を

登
る
の
は
ア
ル
ペ
ン
ム
ー
ド
に
溢
れ
る
。

上
部
は
ア
イ
ゼ
ン
と
ピ
ッ
ケ
ル
が
必
要
、

ガ
ス
の
中
を
音
も
な
く
落
ち
て
く
る
落
石

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
に
注
意
が
必
要
だ
が

技
術
的
な
難
し
さ
は
無
い
。
５
月
初
旬
か

ら
６
月
初
旬
の
季
節
限
定
の
ル
ー
ト
で
あ

る
。

◎
ユ
ー
フ
レ
小
屋
（
４
～
５
ｈ
）
頂
上

夏尾根

北
海
道
の
鋭
峰

芦あ

し

別べ

つ

岳
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ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
再
挑
戦
1

21
年
ぶ
り
の
メ
ラ
ピ
ー
ク

　
　

昨
秋
、
４
年
ぶ
り
の

ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
再
挑
戦

に
当
た
っ
て
、
８０
歳
に

近
付
い
た
私
は
と
に
か

く
疲
労
を
溜
め
な
い
よ
う
に
行
動
す
る

こ
と
を
肝
要
と
し
た
。
当
然
、
荷
揚
げ

を
シ
ェ
ル
パ
（
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
政
府

に
よ
る
正
式
呼
称
は
ハ
イ
ア
ル
テ
ィ

チ
ュ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー
＝
Ｈ
Ａ
Ｗ
）
に
頼

る
こ
と
は
前
回
と
同
様
で
あ
る
。

　

４
年
前
は
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
（
通
常

ル
ー
ト
の
南
西
稜
）
に
取
り
付
い
て
１

回
目
は
レ
ッ
ド
タ
ワ
ー
上
の
Ｃ
２
（
６

０
０
０
ｍ
）
ま
で
往
復
し
た
。
そ
れ
で

高
度
順
応
を
図
る
と
共
に
ル
ー
ト
の
特

質
、
勘
所
を
つ
か
ん
で
、
次
の
山
頂
ア

タ
ッ
ク
時
に
無
駄
な
体
力
を
消
費
し
な

い
よ
う
に
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
。
だ

が
結
果
は
ア
タ
ッ
ク
時
に
６
１
０
０
ｍ

ま
で
達
し
た
も
の
の
敗
退
。
雇
用
し
た

Ｈ
Ａ
Ｗ
が
私
の
意
図
し
た
よ
う
な
働
き

が
出
来
な
か
っ
た
の
が
主
因
に
な
っ

た
が
、
加
え
て
、
登
攀
要
素
が
大
半

の
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
の
ル
ー
ト
上
を
何

度
も
行
き
来
す
る
の
は
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
体
力
面
で
得
策
で
は
な
さ

そ
う
な
こ
と
も
実
感
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
私
も
無
念
だ
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
妻
・
圭

子
に
と
っ
て
は
不
完
全
燃
焼
感
極
ま

り
な
い
結
果
に
終
わ
り
、
悔
し
さ
は

ひ
と
し
お
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
時
の
Ｈ
Ａ
Ｗ
は
私
に
と
っ
て

過
去
に
複
数
回
雇
用
し
て
い
て
こ
ち

ら
の
意
図
が
通
じ
て
い
る
も
の
と

思
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
齟そ

ご齬
が

あ
っ
た
わ
け
で
、
Ｈ
Ａ
Ｗ
の
働
き
が

ど
う
の
こ
う
の
と
言
っ
て
も
、
要
は

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
私
の
責
に
帰
す
る

敗
退
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
回
は
先
ず

隣
接
山
域
の
メ
ラ
ピ
ー
ク
（
６
４
６

１
ｍ
）
に
登
り
、
そ
こ
で
得
た
高
度

順
応
と
前
回
で
ル
ー
ト
の
特
徴
を
半

ば
知
り
得
て
い
る
こ
と
を
基
に
ア
マ

ダ
ブ
ラ
ム
に
は
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
で
ア

タ
ッ
ク
す
る
計
画
を
立
て
た
。
も
ち

ろ
ん
雪
辱
を
期
す
妻
も
同
行
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
事
前
順
応
（
プ
レ
登
山
）

は
、
Ｂ
Ｃ
間
の
移
動
が
２
週
間
近
く

も
か
か
る
メ
ラ
で
な
く
と
も
、
ア
マ

ダ
ブ
ラ
ム
近
傍
の
イ
ム
ジ
ャ
ツ
ェ
や

ロ
ブ
ジ
ェ
イ
ー
ス
ト
、
ニ
レ
カ
ピ
ー

ク
な
ど
で
図
る
例
が
多
い
し
、
そ
れ

アマダブラム C 1 ～ C 2 間、核心部レッ
ドタワー手前の登攀（2015 年）→

イムジャツェ（アイランドピーク　6160 ｍ）

（上）



轄
の
簡
易
に
許
可
が
取
れ
る
通
称
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ー
ク
ス
の
一
つ
で
、

そ
の
中
で
は
標
高
が
高
い
割
に
通
常

ル
ー
ト
の
北
面
は
雪
の
緩
斜
面
を
た

ど
れ
ば
登
頂
で
き
る
と
い
う
容
易
さ

も
あ
っ
て
人
気
が
高
い
。

　

私
自
身
は
１
９
９
８
年
春
に
労
山

エ
ベ
レ
ス
ト
隊
を
率
い
た
際
に
プ
レ

順
応
の
舞
台
に
選
ん
で
登
頂
し
た
経

ら
は
Ｂ
Ｃ
間
の
移
動
も
２
～
３
日
間

程
度
と
短
く
効
率
的
で
は
あ
る
。

　

た
だ
同
行
す
る
妻
に
４
年
前
と
は

ま
た
違
っ
た
山
域
を
跋ば

っ

渉し
ょ
うさ

せ
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
あ
え
て
メ
ラ
を
プ

レ
登
山
の
対
象
に
選
ん
だ
。

　

以
下
に
先
ず
メ
ラ
登
山
に
つ
い
て

記
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
こ
の
山
は

ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
（
Ｎ
Ｍ
Ａ
）
管

験
が
あ
る
。
本
誌
読
者
の
中
に
も
経

験
ず
み
な
方
も
お
ら
れ
る
も
の
と
思

う
の
で
、
こ
こ
で
は
２１
年
半
ぶ
り
の

訪
問
と
い
う
浦
島
太
郎
的
な
感
慨
と

最
近
の
ア
プ
ロ
ー
チ
事
情
を
重
点
に

お
話
し
し
た
い
。

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇

　

１９
年
１０
月
２１
日
、
日
本
を
発
っ
て

同
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
入
り
、
翌
日
か

ら
代
理
店
や
Ｈ
Ａ
Ｗ

と
の
打
ち
合
わ
せ
、

装
備
・
食
料
準
備
な

ど
を
進
め
る
。

　

先
ず
大
き
な
変
更

点
と
し
て
、
こ
の
方

面
へ
の
登
山
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
の
出
発

基
地
に
な
る
ル
ク
ラ

へ
は
カ
ト
マ
ン
ズ
か

ら
（
あ
え
て
１
週
間

歩
い
て
行
く
ト
レ
ッ

カ
ー
を
除
け
ば
）
３０

分
の
小
型
機
フ
ラ
イ

ト
で
入
る
の
が
通
常

で
あ
っ
た
。
だ
が
、

国
際
線
・
国
内
線
混

在
の
中
で
、
発
着
回

数
が
多
い
ル
ク
ラ
便
を
さ
ば
く
た
め

に
こ
の
年
か
ら
、
大
半
の
ル
ク
ラ
便

が
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
車
で
４
～
５
時

間
も
離
れ
た
地
方
空
港
ラ
メ
チ
ャ
ッ

プ
が
起
点
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
（
ま
た
近
い
う
ち
に
変
わ
る

可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
が
）。

　

さ
ら
に
、
９８
年
当
時
は
メ
ラ
Ｂ
Ｃ

ま
で
の
道
中
に
営
業
小
屋
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
全
泊
自
前
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
メ
ラ
を
目

指
す
登
山
客
が
多
く
な
り
、
か
つ
バ

ル
ン
ツ
ェ
（
７
１
２
９
ｍ
）
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
も
な
る
こ
の
コ
ー
ス
に

は
要
所
ご
と
に
ロ
ッ
ジ
も
整
備
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
我
々
も
全

面
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
帯
同
ガ
イ

ド
（
Ｈ
Ａ
Ｗ
）
に
は
ビ
カ
ス
・
グ
ル

ン
君（
２５
歳
）が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
我
々
が
メ
ラ
に
行
っ
て
い
る

間
に
、
別
動
隊
の
Ｈ
Ａ
Ｗ 

２
人
に

前
も
っ
て
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
の
各
高
所

キ
ャ
ン
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
荷
揚
げ
を
さ

せ
て
お
く
作
戦
も
採
っ
た
。
前
回
は

そ
れ
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
は
入
念
な
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

2015 年時のアマダブラム最高到達点にて。画面中央に C2 のテントが小
さく見下ろせる。左前方はカンテガ、タムセルクなどの鋭鋒群

ロ ブ ジ ェ イ ー ス
ト（6119 ｍ ）、 左
は 筆 者 が 02 年 に
初登頂したニレカ
ピーク（6159 ｍ）、
左端遠方はチョー
オユー（8201 ｍ）
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６
月
と
い
え
ば
雨
。
通
常
は
そ
う
で

あ
ろ
う
が
、
緯
度
が
高
い
こ
の
地
域
は

梅
雨
入
り
直
後
と
梅
雨
明
け
直
前
こ
そ

降
れ
、
関
東
以
西
と
比
べ
れ
ば
、
連
日

の
雨
と
い
う
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
そ

う
で
は
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
雨
に
は
幾

つ
も
の
思
い
出
が
あ
る
。

　

も
う
１５
年
以
上
も
前
に
な
る
が
、
赤

石
川
の
上
流
域
を
著
名
な
俳
優
さ
ん
と

歩
い
た
。
世
界
自
然
遺
産
地
核
心
地
域

だ
っ
た
。
取
材
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、

帰
り
の
雨
が
凄す

さ

ま
じ
か
っ
た
。
わ
ず
か

１
ｍ
程
の
間
隔
で
歩
い
て
い
る
人
の
声

が
聞
こ
え
な
い
。
取
材
班
全
員
が
ず
ぶ

濡
れ
で
重
苦
し
い
雰
囲
気
の
中
、
足
早

に
下
山
を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、「
誰

か
シ
ャ
ン
プ
ー
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

と
の
声
が
。
辛
う
じ
て
聞
き
取
れ
た
話

の
主
こ
そ
大
俳
優
さ
ん
で
あ
り
、
大
雨

を
シ
ャ
ワ
ー
に
例
え
た
ジ
ョ
ー
ク
に

パ
ー
テ
ィ
ー
の
雰
囲
気
は
一
変
。
楽
し

い
雨
に
な
っ
た
。

　

指
定
ル
ー
ト
８
番
。
笹
内
川
を
遡
り
、

白
神
岳
へ
と
続
く
地
図
上
の
ル
ー
ト
を

一
人
歩
い
て
い
た
。
標
高
１
０
０
０
ｍ

を
超
え
た
頃
、
深
く
狭
い
枝
沢
で
大
雨

に
な
っ
た
。
も
の
の
１０
分
で
辺
り
は
激

流
に
変
わ
り
、
や
む
な
く
根
曲
が
り
竹

と
灌か

ん
ぼ
く木

の
藪や

ぶ

に
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
こ
か

ら
わ
ず
か
１
㎞
の
山
頂
稜
線
ま
で
の
藪

漕
ぎ
に
4
時
間
。
登
山
道
に
出
る
頃
に

は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
狙
い
の
野
鳥
を
探
し
て
津

梅
川
の
上
流
を
歩
い
て
い
た
。
突
然
の

雷
雨
の
中
、
車
へ
と
下
る
途
中
行
く
手

を
遮
る
真
っ
黒
な
影
。
し
ば
し
に
ら
み

合
っ
た
。
胸
の
月
輪
が
一
瞬
見
え
た
が
、

彼
が
進
路
を
譲
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
う
、
雨
は
白
神
の
森
を
支
え
、
命

を
繋つ

な

ぐ
。
私
の
思
い
な
ど
と
は
別
に
、

た
だ
降
り
、
流
れ
行
く
。
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
、
そ
れ
が
雨
。

│第 34 回│

雨の森にて
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C O N T E N T S 　

表
紙
の
木
版
画　

杉
山
修

　
「
春
浅
い
海
谷
三
山
」

　

雨
飾
山
の
隣
に
あ
る
た
め
あ
ま
り
知
名
度
が
な
い
が
、

　

駒
ヶ
岳
、
鬼
が
面
、
鋸
岳
の
三
山
は
名
峰
で
あ
る
。

　

信
州
の
塩
の
道
が
日
本
海
か
ら
峠
を
越
え
る
あ
た
り
に
戸
土
集
落
が
あ
る
。

　

わ
た
し
が
訪
れ
た
と
き
は
人
口
一
人
。

　

こ
の
海
谷
三
山
に
抱
か
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
。

　

山
菜
が
山
ほ
ど
採
れ
て
麓
か
ら
大
勢
の
人
が
来
て
い
た
。

内山宣夫
植原康之

殿平厚彦

近藤和美

原田勇成

石田良惠

山歩渓山岳会

北島英明

深瀬眞男

大蔵喜福

野尻英一

武井真理

 村松孝一
松永秀和

西都山岳会
宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

酒井正裕

　笹原芳樹

01　海外・近くの山々
　　　台湾・七星山と紗帽山
　　　カムチャツカ半島・アバチャ山

04　新連載　原始の山をのぼる  北海道の山と谷
06　連載　NO LIMIT　限りなき山行
08　連載　白神便り
10　ふみあと 営業を自粛している山小屋救済の緊急要望書を安倍首相に提出  

11　これからも山に行ける体力・筋力を維持しよう！

12　海外・近くの山々
　　　韓国・鶏龍山と月出山

14　沢登り重大事故に関する座談会①
      あなたは水没した仲間を救えますか？ 

18　新連載　無くしたい行方不明・死亡事故シリーズ

20　連載　労山創立 60 周年に寄せて

22　連載　アドベンチャー・トラベル

24　連載　山登りのための やさしい気象講座

26　新型コロナ対策で山岳団体が登山の“自粛要請”

28　連載　子づれ山さんぽ

29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告

32　マンガ　フゥフゥハァハァ

33　連載　中国の青いケシ探訪記
34　連載   山の仲間を結ぶ会・クラブ紹介
36　連載   地図読み迷人
38　地元会員特選ミニガイド　藤里駒ヶ岳（秋田）

39　筑井孝子のちょっと絵をうまく描こう ／ あらかると  石井光造

40　連載  オススメ山道具
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営業を自粛している山小屋救済の
緊急要望書を安倍晋三首相に提出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
の
非
常
事
態

宣
言
に
よ
り
、
外
出
の
自
粛
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
日
山
協
、

全
国
労
山
、
日
本
山
岳
会
、
日
本

山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の
山
岳
4
団
体

は
、
G
W
前
に
、
登
山
愛
好
者
に

登
山
の
自
粛
を
呼
び
か
け
た
。

　

山
小
屋
も
、
連
休
明
け
ま
た
は

今
シ
ー
ズ
ン
中
の
営
業
の
自
粛
を

行
っ
て
お
り
、
山
岳
環
境
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
汚
染
か
ら
隔
離

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
山

小
屋
は
、
①
小
屋
の
共
同
空
間
で

の
感
染
の
可
能
性
が
大
、
②
重
篤

な
状
況
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関

は
皆
無
、
③
除
菌
・
消
毒
用
品
の

入
手
が
困
難
─
な
ど
で
、
罹り

患か
ん

し

た
ら
対
処
で
き
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
に
は
、①
密
閉
空
間
、

②
密
集
場
所
、
③
密
接
場
面
─
の

「
三
つ
の
密
」
を
避
け
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、山
と
山
小
屋
に
、

各
地
か
ら
登
山
者
が
集
中
す
る
こ

と
は
「
三
つ
の
密
」
に
な
り
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
っ
て
全
国
に
拡
散
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
山
小
屋
を
一
定
期
間

閉
鎖
す
る
の
は
当
然
の
措
置
で
も

あ
る
。

　

し
か
し
、
山
小
屋
の
営
業
自
粛

は
経
営
困
難
を
ま
ね
き
廃
業
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
山
小
屋
の
営

業
は
、
厳
し
い
山
岳
環
境
に
対
応

す
る
た
め
に
長
い
間
の
経
験
と
知

見
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
小
屋

の
ス
タ
ッ
フ
も
同
様
の
専
門
的
な

経
験
・
体
力
が
必
要
で
、
ス
タ
ッ

フ
を
感
染
拡
大
か
ら
守
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
登
山
愛
好
者

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
山
小

屋
の
廃
業
は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
山
小
屋
は
、
登
山
者
が

快
適
に
登
山
を
楽
し
む
拠
点
で
あ

る
と
同
時
に
、
登
山
者
の
遭
難
時

の
対
応
な
ど
の
安
全
対
策
、
登
山

文
化
の
継
承
・
発
展
の
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

　

全
国
労
山
は
4
月
下
旬
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

で
営
業
を
自
粛
し
て
い
る
山
小
屋

救
済
の
た
め
の
緊
急
要
望
書
」
を

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出

し
た
。
政
府
は
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

の
基
本
理
念
の
立
場
か
ら
、
①
自

粛
措
置
を
行
っ
て
い
る
業
者
へ
の

補
償
、
②
ス
タ
ッ
フ
の
生
活
補
償

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟 理事長）
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ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
は
、

身
体
に
十
分
な
免
疫
力
が
必
要
で

す
。
運
動
は
体
温
を
上
げ
る
作
用

が
あ
り
、
こ
の
理
由
だ
け
で
も
免

疫
力
の
強
化
に
な
り
ま
す
。
更
に
、

十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
、
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
、
腸
内
環

境
を
高
め
る
発
酵
食
品
な
ど
を
含

め
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と

る
こ
と
が
免
疫
力
強
化
の
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ・

・
・
・
・

ロ
ナ
自
粛
で
体
力
を

落
さ
な
い
た
め
に
は
、
個
人
の
努

力
が
必
要
で
す
。
成
長
期
を
過
ぎ

た
人
の
筋
肉
は
、
使
わ
な
け
れ
ば

間
違
い
な
く
減
少
し
ま
す
。
久
し

ぶ
り
に
山
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
、
息
切
れ
、
ふ
ら
つ

き
で
愕
然
と
し
な
い
た
め
に
も
、

こ
の
時
期
の
筋
ト
レ
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
筋
ト
レ
の
成
果
は
正
直
に

筋
肉
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

石田良惠
日本ウエルネススポーツ大学 教授

大腿前部は加齢に伴い一番落ちる
部位、山では行動の原動力となり、
下り坂では膝を守る。運動は反動
を使わないで行う。
※手を肩からすとんと落として椅子をつ

かんでもよい。

持久力と大腰筋、太ももの前の筋を
鍛える。「適度に重くしたバックパッ
クを背負い負荷をかける」「（より多
く）繰り返す」「速く行う」「ゆっく
り長く行う」など工夫すれば、持久
力強化に役立つ。股関節の柔軟性やバランス能力も高まり、登山で

の移動が楽になる。両足をそろえて立ち、片脚を
前に踏み出しては戻す。片脚を連続で繰り返す。
後ろに踏み出すのも同様に行う。

室内で行える 3 種の筋トレを紹介し
ます。朝・夕に、毎日もしくは週に
3 回以上継続することが効果的です。
最初は無理せず始めてください。

※筋トレの前後にはストレッチをしよう。順序は気にせず、ラクな（やりやすい）筋トレから始める。
　 他の筋トレも、自分のレベルに合わせて取り入れてみよう。

イラスト：水野奈保美／プリムラ山の会
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鶏
龍
山
（
８
４
５
ｍ
）

　

鶏
龍
山
（
ケ
リ
ョ
ン
サ
ン
）
は
忠
清

南
道
か
ら
大
田
広
域
市
に
ま
た
が
っ

て
鶏
龍
山
国
立
公
園
内
に
あ
る
。
鶏

龍
山
は
い
く
つ
か
の
岩
峰
の
総
称
で

あ
り
、
最
高
峰
は
天
皇
峯
、
ほ
か
に

観
音
峯
、
神
仙
峯
、
三
佛
峯
な
ど
が

あ
る
。
山
容
の
稜
線
が
鶏
の
ト
サ
カ

を
か
ぶ
っ
た
龍
に
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
名
付
け
ら

れ
た
そ
う
だ
。

鶏
龍
山
は
、
滝

や
渓
流
、
多
く

の
奇
岩
な
ど
風

光
明め

い

媚び

な
自
然

環
境
に
あ
る
。

私
た
ち
は
、
岩

と
緑
と
清
流
が
お
り
な
す
落
葉
樹
に
覆

わ
れ
た
渓
谷
風
景
に
魅
せ
ら
れ
て
鶏
龍

山
に
登
っ
た
。

　

民
宿
・
東
鶴
山
荘
を
７
時
３５
分
に

出
て
、
有
名
な
尼
寺
・
東
鶴
寺
登
山

口
か
ら
入
る
。
２
時
間
近
く
登
る
と
、

人
食
い
虎
の
恩
返
し
伝
説
が
残
る
男

妹
塔
を
通
過
し
、
標
高
７
７
５
ｍ
の

三
佛
峯
に
到
着
。
一
息
入
れ
て
、
本

日
の
目
的
で
あ
る
観
音
峯
に
１１
時
１０

分
に
到
着
し
た
。
鶏
龍
山
の
主
峰
は

南
に
あ
る
の
だ
が
軍
隊
が
使
用
し
て

い
る
た
め
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て

い
る
。
縦
走
路
は
細
い
道
だ
が
、
要

所
に
鉄
パ
イ
プ
や
ロ
ー
プ
で
安
全
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。
下
山
は
１３
時
４０

分
で
、
約
６
時
間
の
歩
程
で
あ
っ
た
。

山歩渓山岳会／兵庫

鶏龍山の山容

鶏龍山頂上への階段

登山口の案内

鶏龍山国立公園
神仙峯

（649m）将軍峯
男妹塔

三佛峯
（775m）

観音峯
（816m）

甲寺

新元寺

連天峯
（739m）

至 公州

東鶏寺
登山口

鶏鶴山
（天皇 845m）

登山禁止
レーダー

基地
軍事領域につき立入禁止

P

湖
貯水池

主峰主峰
（843m）（843m）
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月
出
山
（
８
１
３
ｍ
）

　

月
出
山（
ウ
ォ
ル
チ
ュ
ル
サ
ン
）は
、

韓
国
南
端
の
全
羅
南
道
に
位
置
す
る
。

ア
ク
セ
ス
は
光
州
市
に
な
る
が
、
木

浦
に
比
較
的
近
い
。
風
化
と
節
理
に

よ
っ
て
削
ら
れ
た
岩
山
で
、
月
出
山

は
、
周
王
山
、
雪
岳
山
と
と
も
に
韓

国
三
大
岩
山
で
あ
る
。
高
麗
時
代
に

は
月
生
山
、
李
王
朝
時
代
に
な
っ
て

月
出
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
っ
た
そ

う
だ
。
真
っ
先
に
月
を
迎
え
る
場
所

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
私

た
ち
が
こ
の
山
を
選
ん
だ
の
は
、
独

特
の
岩
山
の
景
観
と
高
度
感
抜
群
の

「
雲
上
の
吊
り
橋
」
に
一
度
は
登
り
た

か
っ
た
か
ら
だ
。
韓
国
岳
人
も
多
く

訪
れ
る
人
気
の
奇
岩
怪
山
の
岩
山
で
、

月
出
山
の
最
高
峰
は
天
皇
峯
（
８
１

３
ｍ
）
で
あ
る
。

　

天
皇
寺
登
山
口
か
ら
頂
上
へ

　

月
出
山
登
山
口
は
東
側
・
天
皇
寺

登
山
口
と
西
側
・
道
岬
寺
登
山
口
が

あ
る
。
東
西
を
縦
走
で
き
れ
ば
一
番

い
い
の
だ
が
、
交
通
の
便
や
荷
物
の
問

題
で
東
側
登
山
口
か
ら
の
ピ
ス
ト
ン

と
し
た
。
年
齢
や
体
力
面
も
考
慮
し

た
判
断
だ
。
体
力
が
あ
れ
ば
縦
走
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
コ
ー
ス
だ
。

時
計
ま
わ
り
の
雲
橋
ル
ー
ト
は
多
少

厳
し
く
時
間
も
要
す
る
と
の
こ
と
で
、

途
中
に
あ
る
雲
橋
分
岐
で
右
へ
折
れ

て
、
下
山
に
雲
橋
を
経
験
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

当
日
は
ゆ
っ
く
り
と
登
山
口
を
１０

時
に
出
発
、
六
兄
弟
岩
を
過
ぎ
る
と
、

最
高
峰
の
天
皇
峯
に
登
頂
し
た
の
は

１３
時
。
下
山
時
に
雲
橋
分
岐
点
か
ら
雲

橋
を
通
過
し
た
が
、
日
本
で
は
体
験

で
き
な
い
よ
う
な
ス
リ
ル
を
味
わ
っ

た
。
し
か
し
、
高
所
恐
怖
症
の
方
に

は
お
勧
め
で
き
な
い
。

　

山
行
を
終
え
た
感
想

　

韓
国
の
山
々
は
、
済
州
島
の
ハ
ル
ラ

山
を
除
き
標
高
は
１
０
０
０
ｍ
以
下

で
高
く
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
岩
山

で
、
麓
か
ら
見
る
と
ど
こ
に
登
れ
る

ル
ー
ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
心
配
し

な
が
ら
歩
き
始
め
る
の
だ
が
、
韓
国

も
登
山
ブ
ー
ム
で
登
山
者
が
多
く
な

り
、
危
険
で
厳
し
い
岩
場
に
は
安
全

に
登
山
が
楽
し
め
る
よ
う
に
階
段
や

梯は
し

子ご

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
展
望
台
や
頂
上
に
は
、
緊
急
連

絡
先
の
案
内
板
と
緊
急
時
に
使
用
出

来
る
よ
う
に
と
救
急
医
療
セ
ッ
ト
が

設
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
登
山
者
へ

の
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、

馬
耳
山
は
残
念
な
が
ら
雨
天
で
登
頂

出
来
な
か
っ
た
が
、
主
目
的
の
月
出

山
に
登
頂
出
来
た
の
で
目

的
は
達
成
出
来
た
。

　

旅
行
費
用
概
算
額

　

費
用
は
一
人
当
た
り
約

６
５
０
０
０
円
。
当
概
算
に

は
、
往
復
航
空
券
（
含
む

入
出
国
税
等
）、高
速
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
宿
泊
、
食
事
等

の
費
用
を
含
ん
で
い
る
。

天皇寺登山口

標高 510m に架かる雲橋

六兄弟岩

2019 年 3 月 17 日～ 23 日
1 日目　関空～仁川空港～太田市（泊）
2 日目　鶏龍山（歩行　約 6 時間）
3 日目　月出山・天皇峯（歩行　約 6 時間）
4 日目　木浦市近郊観光と儒達山
5 日目　珍島海岸の観光
6 日目　珍島・海割れ海岸歩行
　　　　木浦市内観光・笠岩付近散策。
7 日目　仁川空港～関空 帰国
参加：4 名　　※時間は休憩・昼食も含む

P

全羅南道 雲岩郡
月出月国立公園

至 木浦

道岬寺 ミワン峠
（540m）

香爐峯

雲橋雲橋
コースコース

風谷風谷
コースコース

丸井峯
（738m）

天皇寺
登山口

←
至 

光
州

天皇峯
（813 ｍ）

獅
子
峯

ク
ル
ム
タ
リ（
雲
橋
）

雲
橋
）

道岬寺コース
（7 ～ 8 時間ロングコース）
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沢登り重大事故に
関する座談会

　本誌が呼びかけ、2018 年に発生した「大常木谷事故（東京都連

盟）」と「芦廼瀬川事故（兵庫県連盟）」の当該会・各連盟遭難対

策責任者が一堂に会し、全国連盟遭対部と本誌が主管して座談会

を実施した。

　これらの事故は、異常気象で豪雨の後だったという気象状況、1

名が遭難した後に他のメンバーが亡くなる二重事故という共通性

がある。二つの事故の関係者が忌
き

憚
たん

のない意見交換をすることで、

全国の沢登り愛好者に大きな教訓を与える内容となるのではない

だろうか。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
？

危
険
を
予
見
で
き
な
い
沢
？

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
？

出　席：吉谷隆男（兵庫県連盟 理事長）
　　　　戸田祐一（アルペン芦山／兵庫　山行部副部長・事故調査委員）
　　　　柳下修（東京都連盟 安全対策委員長）
　　　　館野健司（銀座山の会／東京　リーダー部長）
　　　　長野弘志（銀座山の会／東京 リーダー部安全対策係）
　　　　臼井邦徳（全国連盟 遭対部員　※座談会時は遭対部長）
　　　　石川昌（全国連盟 遭対部長）
司　会：田上千俊（登山時報 編集委員）
開催日：2020 年 2 月 16 日
会　場：全国連盟事務所 1 階会議室
主　催：全国連盟、主管：全国遭対部・登山時報編集部

今
野
善
伸
（
登
山
時
報
編
集
長
）　

本
日

は
３
年
前
に
実
施
し
た
座
談
会
「
ハ
イ
キ

ン
グ
中
で
の
死
亡
事
故
」
に
続
く
第
2
弾

「
沢
登
り
の
死
亡
事
故
」
で
す
。
事
故
防

止
の
た
め
の
座
談
会
に
な
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

川
嶋
高
志
（
全
国
連
盟
事
務
局
長
・
遭
対

部
）　

沢
登
り
の
事
故
は
な
か
な
か
減
り

ま
せ
ん
。
岩
登
り
で
も
過
去
に
大
き
な
事

故
が
起
き
た
場
所
で
又
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
じ
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
な
く
な

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

最
初
に
自
己
紹
介
お
願
い
し
ま

す
。

柳
下　

八
王
子
お
お
る
り
山
の
会
所
属

で
、
山
行
は
縦
走
が
中
心
で
す
。
都
連
盟

理
事
を
４
年
余
り
や
っ
て
お
り
、
安
全
対

策
委
員
長
で
す
。

長
野　

今
回
の
討
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
死

亡
事
故
を
起
こ
し
た
銀
座
山
の
会
の
リ
ー

ダ
ー
部
・
安
全
対
策
係
を
や
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
夏
、事
故
現
場
の
検
証
を
実
施
し
て
、

１１
月
の
都
連
盟
遭
難
対
策
研
究
集
会
（
以

下
、
都
遭
対
研　

本
誌
２
０
２
０
年
２
月

号
２７
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
発
表
し
ま
し
た
。

館
野　

銀
座
山
の
会
の
リ
ー
ダ
ー
部
長
で

す
。
事
故
の
現
場
検
証
や
報
告
書
の
作
成

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
夏

は
沢
登
り
、
冬
は
山
ス
キ
ー
を
メ
イ
ン
に

や
っ
て
い
ま
す
。

戸
田　

横
浜
在
住
が
長
く
、
み
ろ
く
山
の

会
に
在
籍
し
、
沢
登
り
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
８
年
前
に
関
西
へ
帰
郷
、
ア
ル
ペ
ン

芦
山
に
入
会
し
、
山
行
部
長
な
ど
を
や
り

ま
し
た
。
今
回
の
事
故
調
査
委
員
の
一
人

で
す
。

吉
谷　

兵
庫
県
連
盟
理
事
長
で
す
。
当
初

は
傍
聴
み
た
い
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

門
脇
安
全
対
策
委
員
長
が
病
気
で
急
き
ょ

欠
席
と
な
っ
た
の
で
頑
張
り
ま
す
。
所
属

は
須
磨
労
山
で
す
。

司
会　

全
国
連
盟
遭
対
部
の
臼
井
さ
ん
、

石
川
さ
ん
も
、
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

事
故
の
あ
ら
ま
し

司
会　

ま
ず
、
ア
ル
ペ
ン
芦
山
の
戸
田
さ

ん
、
芦
廼
瀬
川
事
故
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
か
？　
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戸
田　

芦
廼
瀬
川
は
奈
良
県
大
峰
山
系
に

あ
り
、
標
高
は
３
５
０
ｍ
く
ら
い
。
ゴ
ー

ロ
帯
で
事
故
は
発
生
し
ま
し
た
。
事
故
原

因
と
し
て
「
水
量
が
多
く
、
通
常
と
は
違

う
別
ル
ー
ト
を
遡
行
し
た
」
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
岩
の
キ
ワ
を
ト
ラ
バ
ー
ス

す
る
際
、
岩
の
下
に
穴
が
あ
り
、
プ
ー
ル

の
排
水
口
の
よ
う
に
そ
こ
に
水
が
吸
い
込

ま
れ
て
い
た
ん
で
す
。
先
頭
の
Ｋ
が
、
後

続
の
Ｍ
に
「
気
を
付
け
て
」
と
言
っ
た
直

後
、
Ｍ
は
穴
に
吸
い
込
ま
れ
た
。
Ｋ
は
す

ぐ
に
３
番
目
を
歩
い
て
い
た
Ｈ
と
両
サ
イ

ド
に
分
か
れ
て
捜
索
を
し
た
の
で
す
が
、

見
つ
か
ら
ず
、
H
に
K
の
ほ
う
に
来
る
よ

う
合
図
し
た
。
し
か
し
、
時
間
が
経
っ
て

も
H
が
来
な
い
の
で
K
の
ほ
う
に
が
大
岩

の
所
に
戻
る
と
、
水
中
に
Ｈ
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
見
え
た
ん
で
す
ね
。

司
会　

続
い
て
、
都
連
盟
の
大
常
木
谷
事

故
の
概
略
を
、
銀
座
山
の
会
・
長
野
さ
ん
、

お
願
い
し
ま
す
。

長
野　

Ｔ
は
銀
座
山
の
会
の
中
堅
会
員
で

す
が
、
そ
の
奥
さ
ん
Ｒ
は
他
の
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
事
故
当
日
は
台
風
通
過
後

で
増
水
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
当
初
予
定

し
て
い
た
奥
利
根
の
沢
を
変
更
し
て
山
梨

県
の
大
常
木
谷
へ
。
事
故
に
居
合
わ
せ
た

単
独
の
先
行
者
が
い
た
た
め
、
事
故
の
一

部
始
終
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

事
故
現
場
は
「
山
女
魚
渕
」
と
い
う
幅

２
ｍ
、
深
さ
最
大
で
２
・
５
ｍ
、
長
さ
が

２０
ｍ
く
ら
い
の
Ｖ
字
状
の
い
わ
ゆ
る
ゴ
ル

ジ
ュ
（
注
１
）。
先
ず
Ｔ
が
泳
い
で
突
破
、

続
く
Ｒ
が
ロ
ー
プ
を
着
け
て
試
み
た
が
突

破
で
き
ず
、
途
中
で
溺
れ
た
。
助
け
よ
う

と
し
て
飛
び
込
ん
だ
Ｔ
も
溺
れ
て
、
二
重

遭
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
後
の
調
査
状
況
は
？

司
会　

双
方
の
事
故
に
つ
い
て
、
評
価
や

ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
谷　

芦
廼
瀬
川
事
故
で
は
救
助
要
請
を

受
け
て
、
兵
庫
県
連
盟
救
助
隊
が
５
次
に

わ
た
り
捜
索
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
Ｍ
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、「
大
阪
わ
ら
じ

の
会
」な
ど
の
協
力
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
芦
山
が
立
ち
上
げ
た
事
故
調
査

委
員
会
に
は
、
県
連
と
し
て
助
言
も
行
い

ま
し
た
。事
故
報
告
書
は
出
来
ま
し
た
が
、

同
会
内
の
沢
グ
ル
ー
プ
が
休
止
状
態
で
あ

り
、
事
故
の
教
訓
、
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
は
論
議
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

司
会　

都
連
盟
の
柳
下
さ
ん
、
銀
座
山
の

会
の
事
故
に
つ
い
て
い
か
が
で
す
か
。

柳
下　

都
連
盟
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
せ

奈良県 十津川・芦
あ し

廼
の

瀬
せ

川
が わ

事故
　2018 年 9 月 17 日、53 歳 男 性 H（CL　 沢 歴 13 回 ほ

ど）、66 歳男性 K（SL　ベテラン）、42 歳女性 M（入会

して 1 か月、沢歴 2 回）のパーティが、午前 8 時頃入渓。

9 時まで、七泰の滝上部のゴーロ帯の曲がりくねった沢

の上部まで遡行する。この間 2 回ロープを出す。前方

に 15m の槙滝が現れた時点で、H から「水量も多く下

降も大変だから遡行を中止しよう」との判断があり、9

時頃、H、M、K の順番で下降を開始する。途中、K がトッ

プとなる。七
なな

泰
たい

の滝手前で、K が大岩に沿って水中をト

ラバースした時、足を取られそうになり、後続の M に

危険を告知した。すぐ後に振り向いた時、M が吸い込

まれたのが見えた。K と H が付近を捜すが M は見つか

らず、大岩まで戻る時に H 自身も吸い込まれる。

　翌 18 日、H の遺体が確認され、19 日に搬出された。

M は事故の 3 か月後、下流ダムで発見された。

注 1：ゴルジュ：渓谷の両岸壁が細く狭まった箇所。「廊下」は同じ地形。

A：二人が吸い込まれた穴
D：30cm ほどの段差
グレーは水面や水の流れを示す

←新宮市

十津川 国道 168 号

十津川
中心地

大野川

事故現場七泰ダム七泰ダム

国道 425 号線国道 425 号線

↑

芦
廼
瀬
川

七
泰
の
滝
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が
い
ま
す
。
普
及
活
動
が
弱
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
徹
底
さ
れ
て
お
れ

ば
、
今
回
の
事
故
は
防
げ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

水
没
者
を
ど
う
や
っ
て

　

救
助
す
る
の
か
？

司
会　

さ
て
い
ろ
ん
な
話
が
あ
り
ま
し
た

ん
の
で
、
こ
れ
は
個
人
的
見
解
で
す
。
ま

ず
、
水
量
は
多
か
っ
た
が
、
単
独
者
も
突

破
し
て
お
り
、
一
定
の
経
験
・
技
術
が
あ

れ
ば
無
理
な
沢
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｒ
に
技
術
や
体
力
の
不
足
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
が
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
時
、
ト
ッ
プ
が
助
け
ら
れ

る
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
沢
で
は
重
大
な
過
ち
だ
と
い
う
事
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
セ
カ
ン
ド

を
ロ
ー
プ
で
確
保
す
る
だ
け
で
は
助
け
ら

れ
な
い
（
溺
れ
て
し
ま
う
）
と
い
う
事
で

す
。
ま
た
、
銀
座
山
の
会
が
取
り
組
ん
で

き
た
原
因
究
明
の
「
検
証
・
再
発
防
止
活

動
」
は
十
分
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

長
野　

都
連
盟
に
お
願
い
で
す
が
、
都
遭

対
研
で
も
発
言
の
あ
っ
た
古
礼
沢
事
故

（
注
２
）
を
私
自
身
含
め
て
知
ら
な
い
人

が
、「
水
没
し
た
仲
間
を
ど
う
や
っ
て
救

助
す
る
の
か
？
」「
技
術
は
確
立
し
て
い

る
の
か
？
」「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着

用
は
？
」
と
い
う
論
点
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

戸
田　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
芦

廼
瀬
川
で
遭
難
し
た
Ｈ
、
Ｍ
は
二
人
と
も

着
け
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
プ
ー
ル
の

排
水
口
み
た
い
な
流
れ
に
吸
い
込
ま
れ
た

ら
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

吉
谷　

事
故
現
場
は
５
ｍ
以
上
の
大
岩
の

ゴ
ー
ロ
帯
で
、
水
量
が
少
な
い
時
は
大
岩

の
下
に
流
れ
込
む
の
が
見
え
る
が
、
多
い

時
は
そ
れ
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

吉
谷　

登
り
は
流
れ
に
逆
ら
い
な
が
ら
、

ス
タ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
ド
と
も
に
し
っ
か
り

確
保
で
き
る
の
で
す
が
、
下
り
は
水
流
に

背
中
を
押
さ
れ
て
自
己
確
保
が
で
き
ま
せ

ん
。

司
会　

生
存
者
の
Ｋ
は
、
事
故
現
場
に
つ

い
て
何
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

吉
谷　
「
危
険
を
感
じ
た
」
と
。

戸
田　

そ
こ
は
特
に
泡
立
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
見
た
だ
け
で
は
（
危
険
か
ど

う
か
は
？
）
分
か
り
ま
せ
ん
。
ベ
テ
ラ
ン

の
Ｋ
は
す
り
足
（
注
３
）
で
慎
重
に
歩
く
、

一
方
、
初
心
者
は
ジ
ャ
バ
ジ
ャ
バ
歩
く
、

こ
の
違
い
で
す
か
ね
。

山梨県  秩父・一ノ瀬川大
お お つ ね

常木
ぎ

谷
だ に

事故
　2018 年 8 月 26 日、57 歳男性 T（L）、48 歳女性 R のパーティが、

大常木谷を遡行、西側の竜喰谷を下降する計画で入渓。午前 11 時

頃、山女魚渕を先行の T が突破した後、アンザイレンしていた後

続の R が突破に手間取り、水没した。T が飛び込んで救出を試み

たが、水没。たまたま居合わせた単独遡行者が、警察に通報。翌

日 10 時頃、山女魚渕の入り口で二人の遺体が発見された。

注 2：古礼沢事故：2010 年 7 月 23 ～ 24 日に山梨県奥秩父で行われた東京都連盟沢登り講習会での事故。24 日午後 4 時頃、ス
タッフで参加した 55 歳女性が 4m の滝をトラバース中、釜に滑落。7 分後に引き上げて蘇生活動したが、死亡した。その後、
遺体収容に当たった埼玉県警防災ヘリが墜落、5 名の救助隊員が殉死し、大きな社会問題化した。

山 女 魚 渕 の 事 故 現
場。 事 故 当 時 は 水
量 は も っ と 多 か っ
た が、 事 故 者 が
通 過 し た の は ③ の
ル ー ト と 思 わ れ る

（2019 年 の 現 場 検
証で撮影）

山女魚渕の全容

青梅街道（国道 411 号）

↓

↓

↓

東京方面

甲府方面

山
女
魚
渕

竜
喰
谷

大
常
木
谷

一
ノ
瀬
川

一の瀬高原
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私
自
身
、
同
行
し
て
い
た
ら
事
故
が
防
げ

た
か
ど
う
か
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山

行
計
画
段
階
で
の
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ
て
も

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ペ
ン
芦
山
に
は
計
画
段
階
で

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
あ
る
ん
で
す
が
、
日
帰

り
は
な
い
ん
で
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
と
同
じ

扱
い
で
、誰
が
行
く
か
の
み
の
確
認
で
す
。

結
果
論
で
す
が
、
仮
に
計
画
段
階
で
審
査

が
行
わ
れ
て
お
れ
ば
、
反
対
す
る
人
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
谷　

当
該
パ
ー
テ
ィ
は
元
々
、「
３
時

間
く
ら
い
遡
行
し
た
ら
下
降
す
る
」
と
い

う
軽
い
気
持
ち
で
入
渓
し
た
。
２
０
０
２

年
の
愛
知
川
事
故
（
注
５
）
の
こ
と
も
あ

る
の
で
、
沢
下
り
（
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
）

に
つ
い
て
は
ル
ー
ト
を
よ
く
選
ば
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。

館
野　

や
は
り
増
水
時
に
は
入
渓
し
な
い

と
い
う
の
が
原
則
で
す
ね
。

吉
谷　

芦
廼
瀬
川
は
流
域
も
広
く
、
増
水

し
や
す
い
。
川
底
は
砂
地
で
大
岩
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
か
ら
、
水
流
が
イ
ビ
ツ

だ
。
多
い
時
は
１
秒
間
に
１
０
０
ト
ン
流

れ
る
、
国
内
で
も
雨
の
多
い
地
域
で
す
。

司
会　

芦
廼
瀬
川
の
グ
レ
ー
ド
は
１
泊
で

４
級
と
い
う
こ
と
で
す
が
？

長
野　

途
中
で
引
き
返
し
た
の
だ
か
ら
、

吉
谷　

体
が
小
さ
い
、
体
重
の
軽
い
Ｍ
な

ら
、
簡
単
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す

ね
。

長
野　

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
ま
す
と
予
見

で
き
る
事
象
な
の
か
？　

私
の
体
験
の
範

囲
で
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

館
野　

僕
の
行
っ
た
沢
で
も
こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
は
な
い
で
す
ね
。
芦
廼
瀬
川
の
グ

レ
ー
ド
は
４
の
上
？

戸
田　

完
全
遡
行
で
、
そ
う
で
す
ね
。
い

ず
れ
に
し
て
も
入
会
し
て
１
か
月
の
会
員

を
連
れ
て
い
く
沢
で
は
な
い
で
す
ね
。

石
川　

Ｋ
と
Ｍ
の
身
長
差
は
ど
れ
く
ら

い
？

戸
田　

Ｋ
は
身
長
が
１
７
０
㎝
以
上
あ

り
、
Ｍ
は
小
柄
で
す
。

計
画
に
問
題
は
な
い
の
で
は
？

臼
井　

途
中
で
引
き
返
し
た
か
ら
４
級
で

は
な
い
と
言
っ
て
も
、
そ
の
手
前
が
４
級

の
核
心
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

司
会　

大
常
木
谷
は
３
級
？

館
野　

２
級
の
上
で
す
ね
。で
も
、グ
レ
ー

ド
も
水
量
次
第
で
す
ね
。

　

芦
廼
瀬
川
は
「
水
の
難
し
さ
」
の
沢
で

す
よ
ね
。
そ
れ
で
増
水
し
て
い
た
ん
で
す

か
ら
、
入
渓
し
な
い
方
が
良
か
っ
た
の
で

は
？

長
野　

巨
岩
の
ゴ
ー
ロ
帯
で
す
き
間
に
吸

い
込
ま
れ
る
と
い
う
事
象
は
少
な
い
。
学

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

（
次
号
に
続
く
）

石
川　

水
流
が
同
じ
で
も
、
水
流
が
腰
の

上
か
下
か
で
水
圧
は
違
い
ま
す
ね
。
Ｋ
が

も
っ
と
丁
寧
な
注
意
を
し
て
い
た
ら
と
思

い
ま
す
。

戸
田　

個
人
的
に
は
、
Ｋ
が
Ｍ
と
ス
ク
ラ

ム
徒
渉
（
注
４
）
し
た
ら
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

危
険
を
予
見
で
き
な
い
沢
の
特
徴

　

計
画
段
階
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は
？

長
野　

事
故
原
因
を
沢
の
ス
キ
ル
に
求
め

る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
？　

ワ

ナ
（
吸
水
口
）
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
Ｋ
を
批
判
で
き
な
い
の
で
は
？

司
会　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
、
こ
の
ワ

ナ
（
吸
水
口
）
の

説
明
は
な
い
の
で

す
か
？

戸
田　

な
い
で
す

ね
。
芦
廼
瀬
川
は

事
故
が
多
く
、
現

地
の
消
防
署
は
沢

装
備
を
持
っ
て
お

り
、「
雨
量
が
多
い

と
巨
岩
の
周
り
は

危
険
地
帯
だ
」
と

言
っ
て
ま
し
た
。

注 3：すり足：沢底を歩く時の歩き方。目視で確認しにくい
沢底では、足裏を沢底に着けて滑るように前へ進む。

注 4：スクラム徒渉：沢の流れに逆らって歩行する場合や危
険箇所を通過する場合、お互いの腰の付近をつかんで
渡る事。つかむことで安定感が生まれ、歩きやすい。
しかし、双方に大きな体重差や経験差がある場合、転
倒することもあるので、入渓前に十分練習する必要が
ある。

注 5：愛知川事故：2002 年 7 月 13 日午後 4 時 40 分頃、滋
賀県愛知川発電用取水堰の上流約850m付近での事故。
兵庫県連盟西神戸山の会に所属する 52 歳男性（沢歴
1 年）が沢下りの途中で流木に引っ掛かり、溺死。パー
ティは男性 4 名・女性 1 名、初級の日帰り沢登り・泳
ぎ下るという例会山行だった。

芦廼瀬川の遭難者が吸い込まれた場所

（2018 年 9 月 25 日撮影）（2018 年 9 月 25 日撮影）

（2018 年 11 月 11 日撮影）（2018 年 11 月 11 日撮影）
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新
連
載

北
島
英
明  

日
本
山
岳
救
助
隊 
代
表
理
事

　近年の山岳遭難では、約半数の人は無事救助されてい
ます。死亡者は約 1 割、行方不明者はわずか 1％ほどで
す。無事救助と死亡・行方不明では雲泥の差があります
が、どちらになるかは紙一重だと思います。
　ここでは過去の事故事例から学びましょう。

東京奥多摩での事故例

ベテランと新人ペアの悲劇

　

２
０
１
７
年
３
月
下
旬
、
東
京
都

の
奥
多
摩
山
域
は
ま
だ
冬
山
の
気
配

を
漂
わ
せ
て
い
た
。
あ
る
山
岳
会
に

所
属
す
る
男
性
ベ
テ
ラ
ン
会
員
は
、
自

身
が
以
前
設
置
し
た
道
標
を
見
に
行

こ
う
と
新
人
の
女
性
会
員
を
誘
っ
た
。

計
画
書
に
よ
る
と
、
タ
ワ
尾
根
→
長
沢

背
稜
縦
走
→
酉
谷
避
難
小
屋
泊
→
三

ツ
ド
ッ
ケ
→
ヨ
コ
ス
ズ
尾
根
か
ら
下

山
予
定
。
計
画
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
男
性
は
死
亡
。
女
性
は
幸

い
５
日
後
に
救
助
さ
れ
た
が
、
翌
日

か
ら
雨
予
報
の
た
め
救
助
さ
れ
た
日

が
実
質
捜
索
最
終
日
で
あ
っ
た
の
で
、

ま
さ
に
生
存
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
。

　

事
故
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
？　

な
ぜ
回
避
で
き
な
か
っ
た
の
か
？　

女
性
の
証
言
を
も
と
に
検
討
す
る
（
証

言
は
一
部
割
愛
、
編
集
し
て
掲
載
）。

メ
ン
バ
ー
は
、
八
代
次
郎
（
仮
名
）
７０
代

ベ
テ
ラ
ン
、
橋
本
洋
子
（
仮
名
）
５０
代
新

人
の
二
人
。
当
日
の
天
気
は
雨
の
ち
雪
。

前
日
に
雨
天
決
行
の
連
絡
あ
り
。

◎
３
月
２１
日

８
：
００　

奥
多
摩
駅
着
（
通
常
、
小
屋
到

着
は
１６
：
００
頃
が
見
込
ま
れ
る
）

８
：
１０　

日
原
鍾
乳
洞
行
き
の
バ
ス
乗
車

　
（
乗
客
我
々
の
み
）

８
：
４０　

日
原
鍾
乳
洞
着
（
雨
は
降
り
続

く
）

９
：
００　

神
社
前
の
お
地
蔵
様
に
無
事
を

祈
り
、
出
発
。
雨
の
中
を
一
石
山
神
社
→

一
石
山
→
人
形
山
→
金
袋
山
（
そ
れ
ぞ
れ

の
標
識
を
確
認
）
と
、
軽
食
の
み
、
休
み

が
ち
で
登
る
。
雨
が
雪
に
変
わ
る
。
ア
イ

ゼ
ン
装
着
。

１４
：
００
過
ぎ　

ウ
ト
ウ
の
頭
通
過
（
少
し

休
ん
で
パ
ン
等
を
食
べ
る
）、
こ
の
時
点

で
か
な
り
雪
が
積
も
っ
て
き
た
（
橋
本
、

黒
い
薄
手
袋
紛
失
）。
雪
の
中
、
道
印
の

テ
ー
プ
を
頼
り
に
進
む
が
、
一
時
道
に
迷

い
か
け
る
。

１５
：
００
頃　

モ
ノ
レ
ー
ル
の
起
点
（
長
沢

背
稜
分
岐
の
標
識
の
約
２
５
０

ｍ
手
前
）

に
出
る
（
一
安
心
す
る
）

１７
：
００
過
ぎ　

長
沢
背
稜
（
タ
ワ
尾
根
の

頭
）
分
岐
点
の
標
識
。
す
で
に
暗
く
な
り

始
め
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
歩
き
始

め
る
。
や
が
て
辺
り
は
真
っ
暗
に
な
り
、

降
り
し
き
る
雪
で
思
う
よ
う
に
進
め
な

い
。
雪
の
た
め
正
規
ル
ー
ト
を
下
り
過
ぎ

て
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
八

代
さ
ん
が「
こ
の
辺
で
休
ん
だ
方
が
良
い
」

と
提
案
。
木
の
根
っ
こ
の
窪
み
に
座
る
場

所
を
作
る
。
荷
物
を
出
し
、
食
事
は
パ
ン

等
を
食
べ
、
温
か
い
も
の
は
口
に
で
き
な

か
っ
た
。
八
代
さ
ん
が
「
あ
れ
？　

寝

袋
が
な
い
、
転
が
っ
ち
ゃ
っ
た
か
な
？

探
し
て
く
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
八
代

さ
ん
が
転
落
し
て
は
困
る
か
ら
橋
本
の
寝

袋
に
二
人
の
足
元
の
み
を
入
れ
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
被
り
、
ガ
ス
を
焚た

い
て
暖
を

取
る
。
寒
さ
で
凍
死
し
な
い
よ
う
に
と
思

い
、
熟
睡
で
き
な
か
っ
た
。
明
け
方
、
ガ

ス
が
切
れ
る
。

◎
３
月
２２
日　
（
明
け
方
に
雪
は
止
み
、

晴
天
。
積
雪
３０
㎝
）
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６
：
００
過
ぎ　

雪
の
中
に
登
山
靴
を
置

き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
た
め
、
靴く
つ

紐ひ
も

が

が
ち
が
ち
に
凍
り
つ
き
、
二
人
と
も
履
く

の
に
か
な
り
時
間
が
か
か
る
。
昨
夜
見

失
っ
た
寝
袋
は
近
く
に
あ
り
、
回
収
。

８
：
００　

酉
谷
小
屋
ま
で
の
ル
ー
ト
を
探

す
た
め
、橋
本
が
先
頭
で
尾
根
を
目
指
す
。

後
か
ら
登
っ
て
き
た
八
代
さ
ん
が
「
ザ
ッ

ク
カ
バ
ー
と
寝
袋
を
落
と
し
て
き
た
よ
う

だ
」
と
言
う
が
、
今
日
帰
る
か
ら
と
探
し

に
行
か
な
か
っ
た
。

１４
：
００
過
ぎ　

通
常
昨
夜
の
ビ
バ
ー
グ
地

点
か
ら
１
時
間
程
度
の
と
こ
ろ
、
よ
う
や

く
酉
谷
避
難
小
屋
に
到
着
。
そ
の
ま
ま
下

山
を
続
け
る
も
、
違
う
尾
根
を
下
り
、
夜

に
な
る
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
救
助
要
請
を

試
み
る
が
、
携
帯
が
全
く
通
じ
な
い
。
再

度
ビ
バ
ー
ク
す
る
。

◎
３
月
２３
日　
（
曇
り
。
橋
本
、
午
後
に

携
帯
電
話
紛
失
）

７
：
００　

中
々
立
ち
上
が
れ
な
い
八
代
さ

ん
が
「
歩
き
始
め
れ
ば
何
と
か
な
る
よ
」

と
言
う
。
彷
徨
が
始
ま
る
。

１４
：
００
頃　

橋
本
「
私
が
先
に
林
道
へ
着

い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
外
部
と
連
絡
を

取
る
」
と
八
代
さ
ん
と
別
れ
る
が
、
ま
た

し
て
も
彷
徨
す
る
。

◎
３
月
２４
日　
（
晴
れ
。
彷
徨
が
続
く
）

◎
３
月
２５
日　
（
晴
れ
）

１３
：
３０
頃　

橋
本
、
石
楠
花
尾
根
で
救
助

隊
に
救
助
さ
れ
る
（
本
人
の
認
識
は
全
く

別
の
尾
根
）。
そ
の
後
、
八
代
の
遺
体
が

石
楠
花
尾
根
下
方
の
沢
で
発
見
さ
れ
た
。

　

細
か
い
問
題
点
は
色
々
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
事
例
で
私
が
指
摘
し
た
い

ポ
イ
ン
ト
は
３
点
。
①
山
行
中
止
か

初
日
撤
退
。
②
避
難
小
屋
で
待
機
。

③
パ
ー
テ
ィ
が
別
れ
な
い
。

　

時
々
の
状
況
や
遠
慮
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
生
き
る
こ
と
が
一
番
大

事
。
皆
さ
ん
が
当
事
者
（
先
輩
・
新
人
）

な
ら
、
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

酉谷山避難小屋。ここには宿泊せず

位置関係（国土地理院発行 25000 分 1 地形図をより作成）

※北島英明さんについては、本誌 2020 年 2 月号 33 ページ「人」欄で紹介19



達
と
ザ
イ
ル
を
組
む
。
１
９
６
９
年

に
は
、
会
員
へ
の
教
育
、
事
故
と
そ

の
対
応
、
山
行
管
理
・
山
行
規
定
等

の
整
備
を
行
い
、
ま
た
、
都
連
盟
の

第
一
人
者
を
集
め
て
東
京
ベ
ル
グ
バ

ハ
ト
を
結
成
し
、
救
助
訓
練
と
懇
親

を
深
め
、
幹
部
向
け
登
山
学
校
を
開

催
す
る
。

　「
遭
対
基
金
」
―
創
設
に
執
念
を
燃
や
し
、

　
１
９
７
１
年
に
ス
タ
ー
ト

　

第
７
回
全
国
総
会
は
、
労
山
の
７０

年
代
の
登
山
運
動
に
展
望
を
作
ろ
う

と
、
遭
対
基
金
、
海
外
登
山
、
指
導

体
制
等
が
熱
く
議
論
さ
れ
た
。
こ
の

総
会
で
、
東
京
都
連
盟
か
ら
「
遭
難

　

入
会
当
時
、
職
域
山
岳
会
で
積
極

的
に
登
山
を
展
開
。
登
山
は
遭
難
事

故
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
山
岳
保
険

に
無
い
救
助
費
用
捻
出
の
た
め
、
山

行
毎
に
積
み
立
て
し
な
が
ら
登
山
を

続
け
て
い
た
。
あ
る
日
、
山
手
線
車

内
で
社
名
を
背
負
い
登
山
に
向
か
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
岩
ト
レ
に
向
か
う

東
京
労
山
会
員
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

て
初
め
て
労
山
を
知
る
。
将
来
は
展

望
あ
る
山
岳
団
体
だ
と
思
い
、
労
山

に
入
会
す
る
。

　

労
山
の
遭
難
対
策
の
貧
弱
さ
を
痛

感
し
、
同
じ
登
山
志
向
の
会
員
を
増

や
す
た
め
、
東
京
都
連
盟
へ
。
中
央

登
山
学
校
で
は
吉
尾
弘
校
長
等
と
の

講
師
と
し
て
、
前
穂
や
滝
谷
で
生
徒

対
策
基
金
（
遭
対
基
金
）
創
設
」
を

提
案
し
た
が
、
今
は
遭
難
事
前
対
策

の
強
化
が
先
だ
、
と
事
後
対
策
に
つ

い
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。

　

７１
年
の
第
８
回
全
国
総
会
で
は
、

全
国
役
員
の
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
、

遭
対
基
金
創
設
の
提
案
は
中
間
報
告

で
前
進
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
年

か
ら
、
全
国
連
盟
は
そ
れ
ま
で
の
広

域
常
任
理
事
体
制
が
首
都
圏
の
理
事

体
制
に
変
わ
り
、
役
員
に
加
わ
っ
た
。

　

遭
対
基
金
は
少
し
で
も
早
く
始
め

る
こ
と
で
効
果
が
出
る
と
、
創
設
に

執
念
を
燃
や
す
東
京
都
連
盟
は
関
東

の
仲
間
に
呼
び
か
け
、
７１
年
５
月
の

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
「
遭
対
基
金

小
委
員
会
」
を
作
り
、
遭
対
基
金
創

設
に
動
き
出
す
。
救
助
隊
運
営
も
こ

れ
と
同
時
に
進
め
、
７０
年
に
続
き
関

東
救
助
隊
の
合
同
訓
練
を
９
月
１２
日

谷
川
岳
幽
ノ
沢
で
実
施
、関
東
ブ
ロ
ッ

ク
登
山
祭
典
を
１０
月
１７
日
に
谷
川
岳

一
帯
で
開
催
し
た
。

　

東
京
が
リ
ー
ド
し
て
遭
対
基
金
を

精
力
的
に
練
り
上
げ
、
個
人
加
入
、

団
体
加
入
、
加
入
費
の
規
模
と
範
囲
、

給
付
内
容
等
や
基
金
の
管
理
と
監
督

体
制
等
、
納
得
す
る
ま
で
理
解
を
深

め
る
。
遭
対
基
金
は
、
山
岳
会
・
会

員
が
事
故
に
遭
遇
し
た
際
、
仲
間
達

で
支
え
あ
い
、
自
衛
策
に
な
る
よ
う
、

一
般
保
険
な
み
を
目
指
し
、
死
亡
傷

害
補
償
か
ら
救
助
捜
索
補
償
へ
移
行

し
て
、
健
全
な
登
山
の
発
展
を
目
指

す
こ
と
に
す
る
。

　

こ
う
し
て
、
７１
年
１０
月
２９
日
に
関

東
各
連
盟
の
代
表
者
が
集
ま
っ
て
遭

対
基
金
結
成
総
会
を
開
き
、
遭
対
基

金
管
理
委
員
会
を
都
連
盟
内
に
設
け
、

「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
遭
難
対
策
基
金
」
を

１１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
全
国
へ

遭
対
基
金
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

新連載

（ふかせ・みつお）
1944 年 生 ま れ。1967 年 大 田 勤 労
者山の会（現 大田山の会）に入会。
1974 年～ 1985 年日本勤労者山岳連
盟事務局長、のち副理事長、副会長、
1996 年より名誉会員。

 「
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
ま
で
」
に
感
銘
し
て
労
山
に
入
会

「
労
山
遭
対
基
金
」
創
設
に
関
わ
っ
て深

瀬
眞
男
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遭
難
事
故
多
発
、
全
国
統
一
の

　
遭
対
基
金
制
度
へ
要
望
高
ま
る

　

７２
年
第
９
回
全
国
総
会
は
、
５０
万

人
の
労
山
を
目
指
す
と
し
て
ハ
イ
キ

ン
グ
愛
好
者
の
組
織
化
や
海
外
登
山

や
新
事
務
所
の
開
設
等
と
意
欲
的
な

総
会
で
あ
っ
た
。
直
後
、
富
士
山
・

中
央
ア
ル
プ
ス
で
会
員
の
遭
難
事
故

が
発
生
、
社
会
的
問
題
も
引
き
起
こ

し
た
。
そ
の
後
も
遭
難
事
故
は
多
発
、

７２
年
か
ら
の
１０
年
間
で
労
山
会
員
９４

名
が
死
亡
し
、
遭
難
事
故
の
撲
滅
は

延
々
と
続
く
労
山
の
課
題
と
な
る
。

　

関
東
中
心
の
遭
対
基
金
は
２
年
目

の
７２
年
か
ら
、
救
助
捜
索
補
償
を
加

入
口
数
１０
倍
へ
と
一
律
底
上
げ
、
継

続
加
入
者
は
年
毎
に
加
算
し
、
い
つ

加
入
し
て
も
１
年
間
有
効
に
改
良
し

た
。
３
年
目
は
、
死
亡
補
償
と
救
助

捜
索
補
償
と
合
わ
せ
て
加
入
口
数
８０

倍
へ
と
底
上
げ
し
た
。
さ
ら
に
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
の
事
故
は
２
倍
給
付
へ

と
改
良
す
る
。
遭
対
基
金
は
、
三
重
、

岡
山
、
愛
媛
、
香
川
、
新
潟
、
静
岡

等
へ
広
が
り
、
７３
年
に
は
関
東
中
心

の
遭
対
基
金
を
組
み
込
ん
だ
全
国
統

一
の
制
度
を
創
設
す
る
準
備
に
入
っ

て
い
く
。

　
画
期
的
な
全
国
統
一
「
労
山
遭
対
基
金
」
が

　
１
９
７
４
年
に
発
足

　

７４
年
３
月
の
第
１１
回
全
国
総
会
で

全
国
統
一
「
労
山
遭
難
対
策
基
金
」

が
創
設
さ
れ
る
。
私
は
こ
の
と
き
基

金
管
理
委
員
長
を
務
め
る
。「
労
山
遭

対
基
金
」
は
、
第
１
種
基
金
（
積
立

貸
付
方
式
）
と
第
２
種
基
金
（
払
込

給
付
方
式
）
で
構
成
、
管
理
、
監
督

体
制
、
財
政
運
用
を
定
め
た
。
従
来

の
関
東
中
心
の
制
度
は
、
加
入
者
も

財
産
も
含
め
て
第
２
種
基
金
へ
完
全

移
行
し
た
。「
労
山
遭
対
基
金
」
は
、

労
山
会
員
の
互
助
精
神
に
基
づ
い
た

山
岳
遭
難
に
お
け
る
共
済
制
度
で
、

当
面
自
衛
策
で
あ
る
。

　

創
設
後
は
年
度
毎
に
補
償
倍
率
を

底
上
げ
、
救
助
捜
索
補
償
も
、
７９
年

に
５０
倍
、
そ
の
後
８０
倍
、
１
０
０
倍

と
底
上
げ
し
て
、
遭
難
救
助
補
償
と

い
う
本
来
の
目
標
へ
と
進
ん
で
行
く
。

　

８０
年
に
は
加
入
者
が
５
０
０
０
名

を
超
え
て
、
専
従
職
員
の
雇
用
、
遭

難
事
前
対
策
用
に
安
全
対
策
基
金
等

が
構
築
さ
れ
る
な
ど
、「
労
山
遭
対
基

金
」
は
改
良
に
改
良
を
重
ね
、
労
山

会
員
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

制
度
と
な
っ
た
（
別
表
参
照
）。
現
在

は
「
労
山
山
岳
事
故
対
策
基
金
（
労

山
基
金
）」
の
名
称
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。

遭難対策基金の発展動向（〜 2009 年）

関東ブロックの救助隊合同搬出訓練（1971 年 9 月 12 日）
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78

加藤保男のメモリアル 加藤保男のメモリアル ―その 1――その 1―

加藤保男（かとう・やすお）高校 2 年の時、山に魅了され、兄滝男等とヨーロッパ・アルプスで歴史的な登攀記録を打ち立て、瞬く間に加藤保男（かとう・やすお）高校 2 年の時、山に魅了され、兄滝男等とヨーロッパ・アルプスで歴史的な登攀記録を打ち立て、瞬く間に
世界に名を馳せる。卓越した技術と体力・気力で、ヒマラヤ 8000m 峰においても数々の快挙、世界初の偉業を成した。秋季、春季、厳世界に名を馳せる。卓越した技術と体力・気力で、ヒマラヤ 8000m 峰においても数々の快挙、世界初の偉業を成した。秋季、春季、厳
冬季エベレスト登頂へ。1982 年の暮れ、その厳冬のエベレストで帰らぬ人に。享年 33 歳。冬季エベレスト登頂へ。1982 年の暮れ、その厳冬のエベレストで帰らぬ人に。享年 33 歳。

　今年 3 月、新型コロナウイルスの世界的　今年 3 月、新型コロナウイルスの世界的蔓蔓
まんまん

延延
えんえん

がなければ、半月ほどネパールに出かけているがなければ、半月ほどネパールに出かけている
はずだった。一番の目的はタンボチェにある加はずだった。一番の目的はタンボチェにある加
藤保男慰霊碑の修繕である。82 年末、厳冬の藤保男慰霊碑の修繕である。82 年末、厳冬の
エベレストに逝って 38 年、かのラインホルト・エベレストに逝って 38 年、かのラインホルト・
メスナーも訃報に際し、良きライバルへの悲しメスナーも訃報に際し、良きライバルへの悲し
みを表した。数年後、山仲間、学友や彼の海外みを表した。数年後、山仲間、学友や彼の海外
トレック企画のファンたちが、エベレストの見トレック企画のファンたちが、エベレストの見
えるタンボチェ寺院南端の丘に慰霊碑を建立しえるタンボチェ寺院南端の丘に慰霊碑を建立し
た。いたずらで壊される被害もあったが、地元た。いたずらで壊される被害もあったが、地元
に受け入れられ、周りに幾つもの碑の立つ場所に受け入れられ、周りに幾つもの碑の立つ場所
になった。になった。

冬季エベレスト冬季エベレスト
に挑む数週間前、に挑む数週間前、
タンボチェでのタンボチェでの
加藤保男（1982加藤保男（1982
年 12 月初旬）年 12 月初旬）

エベレストが望めるタンボチェの加藤保男慰霊碑、エベレストが望めるタンボチェの加藤保男慰霊碑、
土台が今にも崩れそうだ（2019 年 3 月下旬）土台が今にも崩れそうだ（2019 年 3 月下旬）
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数

年
前
、
そ
の
丘
の
西
南
に
展

望
台
が
で
き
た
。
な
だ
ら
か

な
斜
面
だ
っ
た
慰
霊
碑
へ
の
山
路

が
、
い
つ
し
か
展
望
台
へ
の
通
路
と

し
て
使
わ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
拡
張
さ

れ
た
。
昨
年
春
、
ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー

ク
登
山
の
帰
り
に
こ
こ
を
訪
れ
、
相

当
に
驚
い
た
。
な
ん
と
碑
の
台
座
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
土
台
が
深
く
抉え

ぐ

ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
（
ジ
ャ

パ
ン
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
ク
ラ
イ
マ
ー

ズ
・
ク
ラ
ブ
）
の
後
輩
と
し
て
、
一

緒
に
攀
っ
た
多
く
の
仲
間
に
知
ら
せ

よ
う
と
現
場
を
仔し

細さ
い

に
撮
影
し
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
り
ス
マ
ホ
で
東
京

に
連
絡
を
取
る
と
、
思
い
が
け
ず
保

男
さ
ん
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
企
画
会
社

“
エ
ベ
レ
ス
ト
”
最
後
の
ス
タ
ッ
フ

だ
っ
た
浅
井
武
さ
ん
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
カ
ト
マ
ン
ズ
在
、
シ
ャ
ン
グ

リ
ア
・
ツ
ア
ー
の
大
河
原
汎
二
・
由

紀
子
さ
ん
か
ら
滞
在
の
ホ
テ
ル
に
電

話
が
き
た
。

　

大
河
原
夫
妻
は
約
半
世
紀
を
カ
ト

マ
ン
ズ
で
旅
行
代
理
店
等
の
事
業
を

展
開
し
、
我
ら
山
ヤ
ま
た
多
く
の

が
た
募
金
の
説
明
を
し
、
年
末
年
始

に
な
っ
て
多
く
の
Ｏ
Ｂ
と
忘
・
新
年

会
を
重
ね
、
そ
の
機
会
に
ツ
ア
ー
へ

の
お
誘
い
と
募
金
の
お
願
い
を
し
て

回
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
現
役
に
も
。
そ

し
て
１２
月
中
旬
、
来
日
し
て
い
た
大

河
原
夫
妻
と
現
場
仕
事
に
つ
い
て
、

タ
ン
ボ
チ
ェ
の
雪
が
消
え
た
ら
仕
事

に
か
か
っ
て
も
ら
う
と
取
り
決
め

た
。本

年
に
入
っ
て
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
の
Ｏ
Ｂ
や
現
役
だ
け
で
な

く
保
男
さ
ん
の
関
わ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
の
チ
ー
ム
仲
間
を
は
じ
め
、
友

人
知
人
か
ら
も
充
分
な
浄
財
が
集

ま
っ
た
。
’７３
年
秋
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
エ
ベ

レ
ス
ト
隊
で
、
保
男
さ
ん
と
登
頂
へ

の
ザ
イ
ル
を
結
ん
だ
石
黒
久
さ
ん
か

ら
も
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
何
と
も
嬉
し
か
っ
た
。
た
だ
、

２
月
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
世
界
的
に
蔓
延
、
ネ

パ
ー
ル
行
き
に
暗
雲
が
垂
れ
は
じ
め

た
。

い
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
で
中
断

し
て
計
画
は
頓と

ん

挫ざ

の
ま
ま
。「
で
は
、

来
年
は
私
が
世
話
役
で
、
慰
霊
碑
の

修
繕
と
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
」
と

話
を
向
け
た
。後
輩
の
長
篠
Ｏ
Ｂ
は
、

早
々
と
５５
周
年
の
責
任
者
は
新
倉
創

立
会
員
と
私
に
任
す
、
と
早
々
に
決

め
て
ラ
イ
ン
に
流
し
た
。
５
月
Ｇ
Ｗ

は
雪
山
登
山
教
室
、
そ
の
後
は
ア
ラ

ス
カ
、
デ
ナ
リ
へ
の
準
備
と
本
番
、

帰
国
し
て
７
月
は
４
日
と
３０
日
、
二

度
の
Ｏ
Ｂ
会
を
数
人
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。

昨
年
は
１０
～
１１
月
に
集
中
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
登
山
仕
事
、
南

信
州
エ
コ
登
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
カ

モ
シ
カ
同
人
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
４０
周
年

記
念
映
画
会
、
高
尾
山
森
林
マ
ラ
ソ

ン
…
こ
れ
ら
の
合
間
に
、
’２０
年
３
月

の
ネ
パ
ー
ル
加
藤
保
男
慰
霊
碑
修
繕

ツ
ア
ー
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
９
、
１０

月
に
今
は
オ
ン
・
ジ
・
ア
ー
ス
と
い

う
代
理
店
を
し
て
い
る
浅
井
さ
ん
と

打
ち
合
わ
せ
、
旅
行
代
理
業
務
を
依

頼
し
た
。
１１
月
に
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
新

倉
、
毛
束
両
創
立
会
員
に
挨
拶
か
た

登
山
愛
好
家
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た

山
旅
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
。
ま

た
、
有
志
で
、
慰
霊
碑
を
建
て
た
時
、

現
地
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

で
あ
る
。
慰
霊
碑
は
幾
度
か
の
補
修

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
修

復
の
件
で
相
談
す
る
に
は
最
良
の
方

と
の
安
心
感
を
覚
え
た
。
３
月
２２
日

に
カ
ト
マ
ン
ズ
で
最
初
の
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
ど
ん
な
形
で
資
金
を
調
達

し
、
補
修
事
業
に
つ
な
げ
る
か
頭
を

巡
ら
せ
た
。
基
本
は
寄
付
を
募
っ
て

来
年
雨
期
の
来
る
前
に
修
繕
を
し
よ

う
と
、
多
方
面
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
決
め
た
。

一
ヶ
月
後
、
東
京
で
Ｏ
Ｂ
飲
み

会
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
５０

周
年
で
’１５
年
以
降
、
数
回
行
っ
て
い

る
南
米
ペ
ル
ー
等
の
海
外
登
山
、
與

田
Ｏ
Ｂ
宅
に
押
し
か
け
宮
崎
の
岩
を

登
る
合
宿
、
栂
池
な
ど
の
ス
キ
ー
合

宿
の
い
つ
も
の
話
題
と
共
に
、
５５
周

年
は
何
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
５０
周
年
時
は
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ

ヤ
も
海
外
登
山
の
目
的
地
に
挙
げ
て
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減
少
し
て
い
る
。
２
月
に
比
べ
３
月

の
減
り
方
が
大
き
い
。
雪
の
多
い
年

の
積
雪
量
は
昔
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

が
、
そ
う
い
う
年
で
も
３
月
に
な
る

と
急
に
減
っ
て
お
り
、
雪
解
け
が
早

く
な
っ
て
い
る
。

　

地
球
の
気
温
は
長
い
地
球
史
の
中

で
変
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
う

い
う
視
点
か
ら
現
在
の
温
暖
化
を
み

て
み
よ
う
。

　

図
２
が
過
去
８０
万
年
の
地
球
（
南

極
）
の
気
温
の
変
化
だ
が
、
だ
い
た

い
１０
万
年
周
期
で
長
い
寒
冷
期
（
氷

河
期
）
と
短
い
温
暖
期
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理

由
は
、
太
陽
を
周
る
地
球
の
軌
道

や
自
転
軸
の
傾
き
の
変
動
に
よ
り
地

球
の
太
陽
熱
の
受
け
取
り
方
が
変
化

す
る
た
め
で
、
そ
れ
に
は
月
や
木
星

な
ど
の
引
力
や
、
地
球
の
大
陸
の
サ

イ
ズ
や
配
置
が
関
係
し
て
い
る
と
い

う
。

　

現
在
は
約
１
万
年
前
か
ら
始
ま
っ

た
縄
文
時
代
か
ら
続
く
温
暖
期
だ

が
、
過
去
の
周
期
を
み
る
と
そ
ろ
そ

ろ
寒
冷
化
が
始
ま
り
そ
う
に
も
み
え

る
。
し
か
し
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は

変わり始めた山の気象
       二酸化炭素は人類未体験ゾーンに

　

先
月
は
「
大
雨
に
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
た
の
で
、

今
回
は
地
球
温
暖
化
を
考
え
て
み
た

い
。
現
在
、
地
球
の
気
温
は
１
０
０

年
あ
た
り
０
・
８
～
０
・
９
℃
の
ペ
ー

ス
で
上
昇
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
１
年
平
均
に
す
れ
ば
１
０
０
０

分
の
８
～
９
℃
に
過
ぎ
ず
、
年
々
の

暖
冬
寒
冬
や
暑
夏
冷
夏
の
気
温
差
よ

り
だ
い
ぶ
小
さ
い
が
、
例
え
ば
桜
の

開
花
は
１
９
７
０
年
代
に
比
べ
て
２

０
１
０
年
代
は
東
京
で
約
７
日
、
秋

田
や
金
沢
は
約
５
日
早
く
な
っ
て
い

る
。
季
節
感
や
気
象
が
変
わ
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

山
の
天
気
も
変
わ
っ
て
き
た
。
こ

こ
で
は
長
野
県
野
沢
温
泉
を
例
に

デ
ー
タ
を
紹
介
し
よ
う
。

　

図
１
が
２
～
３
月
の
積
雪
量
の
１

９
８
１
年
か
ら
の
変
化
だ
。
雪
の

多
い
年
と
少
な
い
年
と
の
差
が
大
き

い
が
、
全
体
傾
向
と
し
て
積
雪
量
が

第 4 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

図 1　野沢温泉（アメダス）の 1981 年からの積雪量の変動

（気象庁資料より作図）
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二
酸
化
炭
素
が
増
え
た
た
め
だ
。
過

去
８０
万
年
の
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

濃
度
は
１
８
０
～
２
８
０
ｐ
ｐ
ｍ
の

間
で
推
移
し
て
き
た
が
、
現
在
は
４

０
０
ｐ
ｐ
ｍ
を
越
え
て
さ
ら
に
増
加

中
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
地
上
に
出

現
し
て
か
ら
最
も
高
く
、
人
類
の
未

経
験
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
。
二
酸
化
炭

素
の
多
さ
と
地
球
軌
道
か
ら
計
算
し

て
今
後
５
万
年
は
氷
河
期
に
な
ら
な

い
と
い
う
研
究
も
あ
る
。

　

二
酸
化
炭
素
増
加
の
原
因
は
人
類

が
産
業
革
命
以
降
、
石
炭
や
石
油
を

大
量
に
燃
や
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め

で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
言
わ
れ

て
お
り
、
今
の
調
子
で
二
酸
化
炭
素

を
出
し
続
け
る
と
温
暖
化
ペ
ー
ス
は

ま
す
ま
す
加
速
し
、
２
１
０
０
年
に

は
今
よ
り
３
℃
程
度
上
昇
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
気
象
庁
の
「
地
球

温
暖
化
予
測
情
報
第
９
巻
」（
２
０

１
７
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
と
き
東

京
の
平
均
気
温
は
現
在
の
屋
久
島
並

み
に
な
り
、
滝
の
よ
う
な
雨
の
降
る

回
数
は
全
国
平
均
で
２
倍
以
上
に
な

る
と
い
う
。
世
界
で
も
、
大
雨
、
洪

水
、
干
ば
つ
、
海
面
上
昇
、
浸
水
な

ど
が
増
え
、
水
資
源
、
農
業
含
め
地

球
の
生
態
環
境
へ
の
大
き
な
影
響
が

出
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
所
以
だ
。

　
山
の
気
象
も
変
わ
っ
て
い
く

　

こ
れ
か
ら
温
暖
化
が
進
ん
で
い

く
と
、
日
本
列
島
の
天
気
、
特
に
山

の
天
気
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
冬

は
気
温
が
上
が
る
の
で
日
本
海
側
の

低
地
で
は
雪
は
雨
に
な
り
、
山
で
は

雪
線
が
上
が
る
。
ま
た
、
季
節
風
は

弱
ま
る
が
空
気
中
の
水
蒸
気
量
が
増

え
る
た
め
、
標
高
の
高
い
エ
リ
ア
は

降
れ
ば
大
雪
に
な
る
だ
ろ
う
。
春
の

雪
解
け
は
早
ま
る
。
夏
は
梅
雨
前
線

が
北
上
し
に
く
く
な
る
ら
し
く
、
山

域
に
よ
っ
て
雨
量
や
晴
天
率
が
変
わ

る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
研
究
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
進

ん
で
い
く
だ
ろ
う
。
実
は
温
暖
化
に

よ
る
気
象
の
リ
ズ
ム
や
パ
タ
ー
ン
の

変
化
は
既
に
起
き
は
じ
め
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
の
天
気
に

も
そ
ん
な
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
入
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

図 2　過去 80 万年の南極の気温の変動　

出典：国立環境研究所　地球環境研究センター
http://www.cger.nies.go.jp/ja/library/qa/24/24-2/qa_24-2-j.html
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　新型コロナウイルスの感染が拡大するなか、政府は 4 月 7 日、東
京、大阪、福岡など 7 都府県に特別措置法に基づく緊急事態宣言を
発令し、4 月 16 日にはそれを全都道府県に拡大した。
　通常、4 月末からの連休には人気山域・山は多くの登山者が集中
する。労山や日山協など山岳 4 団体は、このゴールデンウイーク
を前に登山の自粛を呼びかけた（表紙裏を参照）。本件に関して川
嶋事務局長が各メディアの取材に答えており、今回、FNN PRIME 
online 掲載内容について許可を得て転載する。

FN
N

 PRIM
E online　

２
０
２
０
年
５
月
２
日
土
曜
１１
：
００
公
開   https://w

w
w

.fnn.jp/articles/-/38013

　

い
よ
い
よ
本
格
的
な
Ｇ
Ｗ
が
始

ま
っ
た
が
、
や
は
り
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
引
き
続
き
外
出
自
粛
が
叫
ば

れ
て
い
る
。（
中
略
）
実
は
、
日
本

勤
労
者
山
岳
連
盟
を
は
じ
め
山
岳
に

関
す
る
４
つ
の
団
体
が
、
４
月
２０
日

に
連
名
で
登
山
な
ど
山
岳
ス
ポ
ー
ツ

の
自
粛
を
呼
び
掛
け
て
い
る
の
だ
。

（
中
略
）

　

本
来
な
ら
４
団
体
の
統
一
見
解
を

伺
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
は
連

休
の
た
め
に
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
・
事
務
局

長
の
川
嶋
高
志
さ
ん
に
個
人
的
な
見

解
と
し
た
上
で
、
話
を
聞
い
て
み
た
。

（
Ｆ
Ｎ
Ｎ
．
ｊ
ｐ
編
集
部
）

　

例
年
Ｇ
Ｗ
は
人
気
の
あ
る

　

山
域
に
登
山
者
が
集
中

―
―
登
山
は
「
３
密
」
と
無
縁
の
よ

う
に
思
え
る
。
こ
の
「
お
知
ら
せ
」

の
狙
い
は
？

（
川
嶋
）
例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
は
人
気
の
あ
る
山
域
に
登
山
者

が
集
中
し
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
機

関
は
も
ち
ろ
ん
自
家
用
車
で
も
経
費

節
約
の
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
を
お
こ

な
え
ば
、
感
染
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り

ま
す
。

　

山
小
屋
で
の
宿
泊
は
完
全
な
「
３

密
」
に
な
り
ま
す
。
営
業
し
て
い
る

山
小
屋
や
閉
鎖
し
て
い
な
い
避
難
小

屋
な
ど
に
集
中
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
天
候
に
よ
っ
て
大
き

く
難
易
度
が
変
化
し
ま
す
。
こ
の
た

め
山
岳
遭
難
が
多
発
す
る
場
合
も
で

て
き
ま
す
。
休
業
す
る
山
小
屋
も
多

く
、
例
年
以
上
に
不
測
の
事
態
へ
の

対
応
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。
先

日
の
八
ヶ
岳
で
の
遭
難
事
例
で
も
わ

か
る
通
り
、
山
岳
救
助
は
濃
厚
接
触

と
な
り
、
救
助
関
係
者
は
感
染
防
止

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
今
回
の
よ
う
に
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
全
国
に
だ
さ
れ
て
国

民
す
べ
て
が
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る

中
で
、
登
山
に
よ
り
感
染
拡
大
す
る

可
能
性
が
あ
る
な
ら
、
自
粛
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

26



　

上
記
の
感
染
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
と
、
登
山
者
は
同
じ
こ
と
を
考

え
る
場
合
が
多
い
の
で
、「
３
密
」
を

避
け
る
た
め
に
普
段
は
人
が
少
な
い

場
所
を
選
ん
で
い
く
と
多
く
の
登
山

者
が
い
た
り
、
単
独
や
少
な
い
人
数

で
山
へ
行
く
と
急
病
を
は
じ
め
遭
難

事
故
へ
の
対
応
が
自
力
で
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

　

人
が
い
な
い
場
所
が

　

混
雑
す
る
こ
と
も
…

―
―
い
ま
は
登
山
者
は
減
っ
て
い

る
？

　

私
ど
も
の
加
盟
団
体
（
山
岳
会
・

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
で
は
山
行
自

粛
の
案
内
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
４

月
の
第
２
週
の
土
日
ま
で
は
高
尾
山

な
ど
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で

は
健
康
に
良
い
と
い
う
こ
と
で
普
段

よ
り
人
出
が
多
い
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
室
内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
が

ほ
と
ん
ど
営
業
し
て
い
な
い
た
め
、

首
都
圏
近
郊
の
岩
登
り
ゲ
レ
ン
デ
で

は
込
み
合
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も

聞
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
多
く
の
自

治
体
や
関
係
団
体
が
、
駐
車
場
の
閉

鎖
や
人
気
登
山
道
の
閉
鎖
、
岩
場
の

利
用
禁
止
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
こ
の
「
お
知
ら
せ
」
は
登
山
す
る

人
に
ど
う
や
っ
て
広
め
て
い
る
の
？

　

私
ど
も
団
体
で
は
加
盟
団
体
の
会

報
や
機
関
紙
を
通
じ
て
会
員
に
周
知

し
て
い
き
ま
す
。
私
ど
も
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
、
岐
阜
県
は
登
山
自

粛
、
北
海
道
の
占
冠
・
村
づ
く
り
観

光
協
会
で
は
岩
登
り
禁
止
を
決
め
て

い
ま
す
。
他
に
も
観
光
面
か
ら
躊
躇

し
て
い
た
自
治
体
や
団
体
が
同
じ
よ

う
に
自
粛
や
禁
止
の
告
知
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

山
は
逃
げ
ま
せ
ん
！

―
―
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

ら
、
登
山
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
る
？

　

そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
の

３
団
体
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
登
山
愛
好
家
に
改
め
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

山
は
逃
げ
ま
せ
ん
！　

栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
欠
か
さ
ず
、
充

分
な
睡
眠
を
と
り
、「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
（
登
山
の
た
め
の
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」
な
ど
室
内
で
効
果

的
に
お
こ
な
え
る
運
動
を
し
て
、
自

粛
明
け
の
山
行
計
画
を
練
り
ま
し
ょ

う
！

FNN PRIME online 掲載画面

※ FNN PRIME online は通常、転載不可である。緊急事態ということを鑑みて今回は転載許可いただいた。

6 月の尾瀬・至仏山

27



カモシカスポーツ

　
（
先
月
号
か
ら
の
続
き
）

　

そ
り
で
遊
び
、
ス
キ
ー
場
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
昼
食
後
（
峻

は
持
参
の
レ
ト
ル
ト
離
乳
食
で

昼
食
）
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

下
山
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅
か
ら

程
近
い
、
山
岳
資
料
館
に
寄
る

と
、
資
料
館
前
に
も
雪
が
！　

七
瀬
は

登
っ
て
滑
っ
て
、
こ
こ
で
も
ま
た
雪
で

ひ
と
遊
び
。
近
く
に
は
雪
解
け
水
の
水

路
も
流
れ
、
つ
く
し
な
ど
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
土
地
勘
が
あ
る
場
所
だ
っ

た
と
は
い
え
、
私
ひ
と
り
で
、
小
さ
な

こ
ど
も
２
人
連
れ
て
の
行
動
は
、
安
全

面
な
ど
神
経
を
使
い
ま
し
た
。

　

青
々
と
し
た
草
花
が
茂
り
、
過
ぎ
ゆ

く
雪
の
季
節
の
な
か
に
、
春
～
場
所
に

よ
っ
て
は
も
う
初
夏
！　

を
見
つ
け
ら

れ
る
、
Ｇ
．
Ｗ
．
の
み
な
か
み
。
１
日

の
気
温
差
も
激
し
い
。
夜
は
１
ケ
タ
台

の
気
温
で
も
、
昼
間
は
２０
℃
近
く
に
な

る
日
も
。
着
る
も
の
履
く
も
の
に
迷
い
、

こ
ど
も
の
衣
類
調
整
も
気
を
使
い
ま
す
。

ま
だ
あ
ま
り
自
力
移
動
で
き
ず
、
運
動

量
の
少
な
い
１
歳
間
近
の
赤
ち
ゃ
ん
と
、

飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
運
動
量
の
多
い
３

歳
後
半
で
は
、
重
ね
着
の
加
減
も
違
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
の
テ
ン
ト
３
泊
…

場
所
を
変
え
、
い
ろ
ん
な
遊
び
方
を
す

る
こ
と
を
想
定
し
、
七
瀬
の
分
は
、
サ

ン
ダ
ル
、
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
、
ス
ニ
ー
カ
ー
、

と
３
種
類
の
靴
を
持
参
。
結
果
３
足
と

も
全
部
使
う
こ
と
に
！　

　

お
む
つ
、
体
温
調
整
用
の
衣
類
、
濡

ら
し
た
り
汚
し
た
り
し
た
と
き
の
着
替

え
…
し
か
も
２
人
分
、
そ
し
て
私
自
身

の
衣
類
も
。
さ
ら
に
日
帰
り
湯
で
の
入

浴
、
テ
ン
ト
泊
の
準
備
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
準
備
・
後
片
付
け
も
混
乱

気
味
に
な
り
ま
す
。
準
備
は
、
日
程
、

ひ
と
の
動
き
、
そ
の
時
々
で
必
要
な
も

の
を
表
に
書
き
出
し
、
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

野
営
で
は
、
学
生
時
代
の
先
輩
後
輩

と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
が
、
炊
事
は

用
具
を
共
用
し
、
取
り
仕
切
っ
て
も
ら

い
、
負
担
軽
減
。
ま
た
、
こ
ど
も
達
も

交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
子
連
れ

テ
ン
ト
泊
に
は
、
自
分
達
の
家
庭
だ
け

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
わ
り
を
巻
き
込

ん
で
、
協
力
を
あ
お
ぐ
と
、
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
る
気
が
し
ま
す
。

2019 年 5 月
群馬県みなかみ町 テント泊

七瀬　3 歳 10 カ月
 峻　 0 歳 9 カ月

タイム◎ 9：45 谷川岳ベースプラザ（ロー
プウェイ山麓駅）～ 10：25 同天神平駅
～天神平スキー場～（昼食後、ロープウェ
イで下山）～ 13：00 過ぎ ベースプラザ
近くの山岳資料館～（バス移動）～道の
駅水紀行館～（夜はテント泊）

参考◎『山と高原地図　谷川岳』（昭文社）

武井真理

できるかな？
できるかな？

　　　行ってみよう！

　　　行ってみよう！

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.36

山岳資料館前
山岳資料館前

にも雪がにも雪が

サンダルを脱ぎ、はだしで河原
の石の上を歩く遊びを思いつき、
延々やっていました（※みなか
み町は利根川上流部、日本有数
の急流なので、小さなこどもの
水遊びは厳しいです）

路線バスで、みなかみ
町 市街の道の駅までお
りてくると、そこはもう
春。夫と待ち合わせまで、
原っぱであそぶ

峻は初めてのテント峻は初めてのテント
泊でしたが、よく寝泊でしたが、よく寝
てくれました。寝袋てくれました。寝袋
代わりに、中綿入り代わりに、中綿入り
のつなぎを着せて寝のつなぎを着せて寝
かせましたかせました

※新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態宣言発令中に伴い、2020 年 5 月 1 日現在、谷川岳ロープウェイは
　休業中です。またこのように楽しめる日が戻ることを願うばかりです
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9
日　

遭
難
対
策
部
会

13
日　

臨
時
労
山
基
金
運
営
委
員
会

同
日　

自
然
保
護
委
員
会

14
日　

三
役
会
議

同
日　

組
織
部
会

16
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

23
日　

第
２
回
理
事
会　

28
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会　
　

　

第
2
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
創
立
60
周
年
実
行
委
員
会

　

国
際
山
岳
連
盟
の
登
山
技
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
つ
い
て
、
記
念
品
と
し
て
の
購
入
が
決
ま
っ

た
。
60
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
は
5
月
連
休

明
け
に
対
応
を
判
断
す
る
。

②
基
金
制
度
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　

第
2
種
団
体
の
制
度
に
つ
い
て
補
償
内
容
の

変
更
を
検
討
し
た
。
細
則
の
変
更
で
行
う
こ
と

の
で
き
る
部
分
は
、
早
め
に
行
う
こ
と
を
確
認

し
た
。

③
コ
ロ
ナ
関
連
に
つ
い
て

　

政
府
に
対
し
て
、
営
業
を
自
粛
す
る
山
小
屋

が
営
業
継
続
で
き
る
よ
う
に
緊
急
対
策
を
求
め

る
要
請
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

4

宮城県石巻市でドローンとヒトココの捜索訓練を実施スイス、マッターホルンからのメッセージ
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2020 4

山
行
を
把
握
す
る
と
い
う
意
味
と
、

下
山
の
確
認
を
す
る
と
い
う
意
味
か

ら
も
必
要
で
あ
る
。
下
山
確
認
が
で

き
な
け
れ
ば
、
事
故
や
遭
難
に
対
応

す
る
の
が
遅
れ
る
。
ま
た
、
計
画
書

の
提
出
は
、
自
分
の
山
行
に
責
任
を

持
ち
、
山
行
を
自
己
管
理
す
る
と
い

う
意
味
も
あ
る
と
思
う
。
安
全
で
楽

し
い
登
山
を
続
け
て
行
く
た
め
に
も
、

計
画
書
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
い
。 

（
神
崎
照
子
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
進
ま
ぬ
リ
ニ
ア
工
事

　「
箱
根
八
里
は
馬
で
も
越
す
が

　
越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」

　

リ
ニ
ア
問
題
、
と
り
わ
け
「
水
問
題
」

に
つ
い
て
、
大
井
川
の
水
を
飲
料
・
農

業
・
工
業
に
利
活
用
す
る
沿
線
自
治
体

の
首
長
と
４
月
１０
日
・
１３
日
に
相
次
い

で
懇
談
し
た
。

　

大
井
川
は
、
静
岡
市
に
管
轄
さ
れ
る

間
ノ
岳
を
源
流
に
、
駿
河
湾
ま
で
全
長

１
６
８
・
３
㎞
、
約
４０
の
支
川
を
も
ち

流
れ
下
る
。
大
井
川
と
そ
の
地
下
水
を

利
水
す
る
８
市
２
町
に
は
６３
万
人
が
暮

ら
す
。
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
南
ア

ル
プ
ス
の
山
体
内
の
水
が
毎
秒
２
ト
ン

も
漏
れ
出
る
こ
と
は
、
人
命
や
生
活
・

自
然
環
境
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
が
未
来
永
劫
続
く
。
Ｊ

Ｒ
東
海
は
、
一
応
水
枯
れ
の
保
証
は
い

う
が
、
わ
ず
か
３０
年
で
あ
る
。
水
問
題

や
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
も
た
ら
す
「
水
質

汚
染
・
活
断
層
帯
通
過
・
年
間
４
㎜
も

の
隆
起
・
残
土
捨
て
場
等
」
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
知
事
は
じ
め
水
部
会
の
委

員
が
一
歩
も
譲
ら
な
い
静
岡
県
に
対

し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
応
を
お
願
い
さ
れ

た
国
土
交
通
省
は
「
専
門
家
会
議
」
を

提
案
し
た
。
要
は
「
御
用
学
者
」
を
委

員
に
推
薦
し
、
力
で
ゴ
リ
押
し
し
よ
う

と
の
意
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
県
知
事

含
め
沿
線
の
首
長
は
、
こ
と
「
水
」
に

関
し
、
島
田
市
長
の
言
葉
を
引
用
す
る

と
「
ぶ
れ
ず
に
一
歩
も
引
か
な
い
構
え

で
あ
る
」。
こ
れ
を
先
の
懇
談
で
確
認

で
き
た
。

　
「
反
対
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と
、
南

ア
ル
プ
ス
の
自
然
や
水
が
失
わ
れ
た
後

で
言
っ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
。
だ
か
ら

今
、
声
を
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

引
き
続
き
リ
ニ
ア
反
対
の
目
標
３
万
筆

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
計
画
書
の
必
要
性

　

３
月
の
運
営
委
員
会
で
、
次
の
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
論
義
し
た
。「
２

０
０
ｍ
の
低
山
に
訓
練
で
週
３
回

登
っ
て
い
る
。
毎
回
行
く
日
に
届
け

出
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
か
、
そ

れ
と
も
ま
と
め
て
出
し
て
も
よ
い

か
？　

行
け
な
い
日
が
あ
っ
た
り
突

然
登
っ
た
り
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な

山
行
の
届
け
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

そ
も
そ
も
基
金
の
対
象
に
な
ら
な
い

の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

結
論
は
、
登
山
計
画
書
は
す
べ
て

の
登
山
に
必
要
で
あ
る
。
低
山
訓
練

で
も
同
様
で
、
天
候
な
ど
で
行
け

な
く
な
っ
た
時
や
急
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
時
も
計
画
変
更
は
必
要
。
未

提
出
で
山
行
し（
訓
練
で
あ
っ
て
も
）、

事
故
が
起
き
た
場
合
は
基
金
の
対
象

に
な
ら
な
い
。
会
の
決
め
た
ル
ー
ル

に
沿
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、

山
行
の
届
け
出
が
メ
ー
ル
で
も
、
会

が
承
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
よ
い
と
運

営
委
員
会
で
は
判
断
し
て
い
る
。

　

計
画
書
の
提
出
は
、
会
が
会
員
の

「筑井先生と水彩画を描こう」
第 1 号・第 3 号   各 5 部 先着順
筑井さんより、外出自粛時に役立ててほしいと頂戴しました。

「絵を描くときのポイント」が詰まった冊子です。
希望者は、氏名、登山時報 5 月号の感想、1 号または 3 号どち
らを希望するか、郵便番号・住所を記載してお申し込みください。

先着で計 10 人、冊子の発送をもって受付とします。

申し込み：登山時報 読者プレゼント　宛て
　　　　　メール tozanjiho@jwaf.jp　FAX03-3235-4324

読者プレゼント
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で
に
届
い
た
事
故
一
報
は
１７
件
１７
名
。

４
件
が
無
雪
期
登
山
、
１
件
が
積
雪

期
登
山
、
７
件
が
山
ス
キ
ー
、
２
件

が
登
攀
、
１
件
が
冬
期
登
攀
、
２
件

が
訓
練
。
下
山
中

（
下
降
中
）
の
事

故
が
１３
件
。
骨
折

が
９
名
。
脱
臼
が

４
名
。
膝
の
損
傷

２
名
。
肉
離
れ
１

名
。
頚
椎
の
損
傷

１
名
。
所
属
連
盟

は
、
京
都
３
名
。

東
京
、
道
央
、
埼

玉
、新
潟
各
２
名
。

神
奈
川
、
岐
阜
、

大
阪
、
徳
島
、
福

岡
、沖
縄
各
１
名
。

年
齢
は
、
２０
代
１

名
、
３０
代
２
名
、

４０
代
２
名
、
５０
代

４
名
、６０
代
６
名
、

７０
代
２
名
。
男
性

８
名
。女
性
９
名
。

（
石
川
昌
／
全
国

遭
難
対
策
部
長
）

題
を
考
え
る
の
に
役
立
つ
か
と
思
う
。

さ
ら
に
、親
し
い
友
人
と
電
話
や
メ
ー

ル
で
話
し
合
う
こ
と
も
有
意
義
だ
ろ

う
。

　

私
は
今
期
、
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長

に
復
帰
し
た
。
秋
に
予
定
し
て
い
る

「
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会
」
に
つ

い
て
全
国
の
仲
間
の
要
望
・
意
見
を

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
多
く
の

仲
間
が
参
加
で
き
、
討
論
が
進
む
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

２
年
間
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
。

（
田
上
千
俊
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
）

〇
遭
難
対
策
部

　
下
山
中
の
転
倒
事
故
が
多
発

　

例
年
よ
り
事
故
は
減
少
し
た
が
、

下
山
中
の
転
倒
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
特
に
山
ス
キ
ー
の
下
降
中
の
転

倒
事
故
が
７
件
。
ス
キ
ー
場
で
の
技

術
練
習
や
訓
練
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の

接
触
事
故
が
あ
り
、
技
術
不
足
が
要

因
と
思
わ
れ
る
。
練
習
や
訓
練
の
実

施
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
３
月
６
日
か
ら
４
月
８
日
ま

署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

（
竹
本
幸
造
／
自
然
保
護
委
員
長
）

〇
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
厳
し
い
コ
ロ
ナ
情
勢
・

　
乗
り
き
る
知
的
活
動
を
！

　

雪
解
け
、
新
緑
、
花
の
開
花
と
い

う
最
高
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
、
す
で

に
皆
さ
ん
ご
承
知
の
「
新
型
ウ
イ
ル

ス
」
が
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。

私
の
所
属
す
る
３
つ
の
会
・
ク
ラ
ブ

全
て
が
山
行
・
例
会
等
の
会
議
を
自

粛
。
事
実
上
の
休
眠
状
態
。
人
同
士

の
接
触
を
減
ら
す
こ
と
で
感
染
を
食

い
止
め
ら
れ
る
こ
の
病
気
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
等
が
な
い
現
状
で
は
残
念
な

が
ら
自
粛
し
か
対
策
が
な
い
。

　

今
こ
そ
「
知
的
活
動
」
を
お
勧
め

し
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
、「
高
齢
化

対
策
」
だ
。
ど
う
す
れ
ば
「
比
較
的

若
い
層
」
を
組
織
で
き
る
の
か
？　

　

第
３４
回
全
国
総
会
決
議
（
各
会
に

１
部
配
布
済
）
を
再
度
読
ん
で
み
よ

う
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
全
国
登
山

研
究
集
会
報
告
集
な
ど
も
、
こ
の
問

事故発生日 地方連盟 山名 山行形態 傷病名
1 3/7 道央 黒岳 山スキー 転倒 左肩強打 肩亜脱臼
2 2/29 埼玉 神立高原 山スキー 転倒 練習中 膝内靭帯損傷
3 2/23 新潟 古賀志山 登攀 指の負荷 体を引き上げて 指関節の亜脱臼
4 3/11 京都 禅師山 無雪期登山 転倒 足を滑らせて 上腕部骨折
5 3/6 道央 阿部山 山スキー 転倒 立木を避けて 関節前方脱臼
6 3/7 埼玉 湯沢・

かぐらスキー場 山スキー 転倒 グループ内接触転倒 左肩骨折
7 3/12 京都 天ヶ森 無雪期登山 転倒 スリップして 小指骨折
8 2/15 東京 浦倉山 山スキー 転倒 足が取られ肩から 肩脱臼
9 3/13 岐阜 大日ヶ岳 積雪期登山 転倒 足が雪面に埋まる 脛骨高原骨折
10 3/7 東京 安達太良山 山スキー 転倒 コントロール不足 脛骨高原骨折
11 3/15 徳島 友内山 訓練 転落 枯れ葉で滑る 左手骨折
12 3/1 新潟 巻機山 山スキー 膝の負荷 クラフト斜面 半月板損傷
13 3/21 神奈川 旭岳 冬期登攀 脚の負荷 ふくらはぎの負荷 肉離れ
14 3/7 大阪 不動岩 登攀 墜落 バランス 左坐骨骨折
15 3/8 福岡 油山 無雪期登山 転倒 つまずき 非骨性頚椎損傷
16 3/15 京都 青山高原 無雪期登山 転倒 立木に引引っ掛け 上腕骨骨折
17 3/22 沖縄 伊湯岳 訓練 転倒 木の株 左前腕骨折

事故原因
3 月 6 日から 4 月 8 日までに届いた事故一報

事故一報の受領日順で掲載
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いまだ、新型コロナウイルス感染収束の予測はつかない。各会の HP でも例会
延期、「山行自粛」 継続を伝えている。登山時報も、編集会議は WEB で、企画
の変更、通常通り発行できるか、予断を許さない状況だ。前号より連載「労山
60 周年に寄せて」では運動の転換期の歴程を識る。　　　　　　　　　（橋口）

1 年でいっちばん気持ちのいいシーズンですよ！　なんだが遠出どころか近場もステイ
ホームでうちの近所も静かですよ。ある意味自然や人が本来あるべき姿に近いんじゃな
いかな。あれもこれも不満ばかり言ってないで現状を受け入れないとなあ（ふう：水野）

終息のめども立たないコロナ感染。自宅での知的活動はいかがですか？　先ずは登山
装備の棚卸。バッテリーや非常食は。ザックの洗濯など、数日はかかりそう。会、県
連の役員は全国総会決議集の再読。余裕があれば、2018 年全登研報告集も。（田上）

いま世界を荒らしまわっているコロナ禍は我々が予想していた状況をはるかに超えて
いる。誰しも経験したことのない出来事。ワクチン等の治療薬が開発されるまで収ま
らないのだろうか。人類への重大な警告として史上に残る教訓となるはず。   （小倉）

今年の暖冬はいつも以上だった。ほとんど積雪がなく、二度だった。さぞかし
桜の時期も影響が…、山菜にも…、と思っていた。ところが一転 4 月の低温で
山菜は遅れ気味に。タラの芽、コシアブラの季節が今年もやってきた。　（塩田）

新型コロナウィルス感染症（COVID19）の感染拡大が続く。トランプの WHO への拠出
停止は論外だが、WHO が「検査、検査、検査」と呼びかけた大量 PCR 検査態勢を作らなかっ
た「先進国」日本は、どうなっているのか？　台湾や韓国に学ぶところはないのか？（鈴木）

今年は暖冬の影響で桜の開花も早いと予想。ヤシオツツジやカタクリも、果ては山菜も例年
より10日間位早いのではと気を揉んだ。3月には雪と桜、4月も2回雪に見舞われた。暖かっ
たり、平穏並みだったり、寒の戻りがあったりで、結局、今年は例年並みでした。　（今野）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、本多麗子、水野奈保美
　　　渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄、三浦偉俊
DTP・デザイン　来住真太

6月号　No.544　2020年5月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

日本山岳画協会
『創立 85 周年記念画文集』

日本山岳画協会は「好んで
山を描く画家の集団」とし
て 1936 年に創立。創立 85
周年を迎えた今年、記念画
文集を刊行した。全会員に
よる 132 ページの作品集で、
本誌表紙の木版画家・杉山
修さんも作品と文章を寄せ
ている。非売品だが、希望
者には頒布する。

◇展覧会「山に魅せられた画家たち」を開催予定
　北アルプス展望美術館（池田町立美術館）　
　　　　　　　　　　　7 月 12 日（日）まで

　市立大町山岳博物館　7 月 12 日（日）まで　
　※両館とも現在閉館中で、大町山岳博物館は 6 月 2 日より再開予定

頒価 2000 円（送料込み）
希望する方は
sugiyama@osamuhanga.com
まで
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メコノプシス・インテグリフォリア・インテグリフォリア
中国四川省、黄龍峠　標高 4000m

　

花
を
つ
け
る
植
物
（
被
子
植
物
）
は
植
物
界
で

は
新
参
者
だ
。
出
現
は
１
億
８
０
０
０
万
年
前
。

ジ
ュ
ラ
紀
の
始
め
こ
ろ
で
、
恐
竜
が
大
繁
栄
し
て

い
た
時
代
だ
。
マ
ツ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
裸
子
植

物
が
地
表
を
支
配
し
て
い
た
。
そ
れ
が
１
億
年
も

た
た
な
い
う
ち
に
、
全
植
物
種
の
９９
％
以
上
を
被

子
植
物
が
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
で
は
、こ
の
ル
ー

キ
ー
は
ど
ん
な
手
段
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
虫
と
共
同
戦
線
を
張
る
こ
と
だ
っ
た
。
虫
は

既
に
出
現
し
て
お
り
、
当
時
は
気
温
も
高
く
、
活

発
に
飛
び
回
っ
て
い
た
。
花
は
虫
に
蜜
な
ど
の
食

物
を
提
供
し
、
そ
の
代
価
と
し
て
花
粉
を
運
ば
せ

た
。
風
任
せ
で
不
確
実
な
裸
子
植
物
よ
り
、
受
粉

効
率
は
格
段
に
高
い
。
花
同
士
も
虫
を
誘
引
す
る

た
め
に
互
い
に
競
争
し
、
色
や
形
を
変
え
て
い
っ

た
。
そ
の
後
の
氷
河
期
や
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
衝
突

に
よ
る
隆
起
で
、
寒
冷
な
環
境
に
追
い
込
ま
れ
た

花
々
は
別
な
戦
略
を
取
る
。
製
造
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
要
す
る
蜜
の
代
わ
り
に
シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
・
ポ
ピ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
こ

の
青
い
ケ
シ
は
、
荒
天
時
に
花
弁
を
閉
じ
、
中
に

虫
を
避
難
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
嵐
が
去
り
、
再
び

飛
び
出
す
と
き
に
は
、
花
粉
の
お
土
産
を
持
た
す

の
で
あ
る
。
本
種
は
１
月
号
で
紹
介
し
た
亜
種
ソ

ウ
リ
エ
の
基
準
種
で
、
四
川
省
北
西
部
か
ら
甘
粛

省
・
青
海
省
に
か
け
て
分
布
す
る
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編⑧─

閉じた花弁の中の虫
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プレジャードーム　テナヤ山頂で（60 周年ヨセミテクライミング）

西
都
山
岳
会

西
都
山
岳
会
宮
崎
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

宮
崎
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

②
鹿
屋
体
育
大
学
山
本
正
嘉
教
授
に

よ
る
運
動
生
理
学
の
記
念
講
演
会
と

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催　

③
「
ヨ
セ

ミ
テ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
を
行
う
…
と
、

少
人
数
の
山
岳
会
に
し
て
は
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

九
州
百
名
山
は
、
２
０
１
６
年
３
月

末
ス
タ
ー
ト
。
ひ
と
月
に
平
均
１１
座

を
登
り
切
り
、
９
ヶ
月
で
達
成
。
記

念
講
演
会
は
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、

科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
「
一

年
間
に
自
分
の
年
齢
と
同
じ
日
数
だ

け
山
登
り
! !
」
の
呼
び
か
け
に
共
感
が

広
が
り
ま
し
た
。
ヨ
セ
ミ
テ
は
、
会

か
ら
５
人
と
山
仲
間
を
含
め
た
１１
人

が
参
加
。
ス
ネ
イ
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
ル
ー

ト
を
１９
時
間
行
動
で
踏
破
。
ま
た
、

カ
セ
ド
ラ
ル
ピ
ー
ク
や
プ
レ
ジ
ャ
ー

ド
ー
ム
登
攀
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

女
性
が
元
気
! !　

も
我
が
会
の
特

徴
で
す
。
女
性
４
人
で
北
岳
か
ら
間

ノ
岳
、
聖
岳
、
上
河
内
岳
ま
で
９
日

間
で
の
南
ア
ル
プ
ス
大
縦
走
や
、
女

　

全
国
的
な
登
山
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い

た
頃
、
１
９
５
７
年
春
に
宮
崎
県
の
中

央
に
位
置
す
る
西
都
市
に
も
「
地
域
山

岳
会
」
が
誕
生
。
そ
れ
か
ら
延
べ
２

０
０
人
以
上
の
仲
間
が
会
に
集
い
、
登

山
を
通
じ
て
刺
激
し
合
い
、
２
０
１
７

年
３
月
、
日
本
勤
労
者
山
岳
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
設
立
６０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
只
今
、
７０
歳
台
か

ら
２０
歳
台
ま
で
幅
広
い
３０
人
余
り
で
平

均
年
齢
は
５５
・
２
歳
。

　

会
は
阿
万
忠
司
さ
ん
抜
き
に
は
語
れ

ま
せ
ん
。
３０
代
か
ら
会
長
を
務
め
、
今

年
７２
歳
、
今
で
も
現
役
の
会
長
で
す
。

“
ふ
る
さ
と
再
発
見
”
と
し
て
里
山
登

山
や
山
開
き
な
ど
を
開
催
し
、
県
北
の

比
叡
山
や
鉾
岳
、
大
崩
山
で
の
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
沢
登
り
、
果
て
は
北
海
道
な

ど
で
の
山
ス
キ
ー
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
な
ど
海
外
登
山
に

も
、
み
ん
な
を
引
き
連
れ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

３
年
前
の
６０
周
年
で
は
①
九
州
百
名

山
を
１
年
以
内
に
み
ん
な
で
登
り
き
る

労山をつなぐネットワーク

１9

札幌中央労山との交流クライミング、山スキーも
沢・岩、藪、花 etc…山行は年に 200 回！
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性
５
人
で
扇
沢
か
ら
後
立
山
連
峰
を

抜
け
て
栂
海
新
道
を
通
り
最
後
は
新

潟
の
親
不
知
の
海
に
た
ど
り
つ
く
７

日
間
の
縦
走
な
ど
、
毎
年
「
女
性
だ

け
の
ア
ル
プ
ス
大
縦
走
」
は
定
番
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
男
た
ち
も
大
い

に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

会
と
し
て
の
例
会
山
行
は
、
月
一

回
。
各
月
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
、

夏
の
沢
登
り
、
春
秋
は
花
を
求
め
て

県
内
や
隣
県
の
山
に
登
り
、
冬
は
十

数
年
来
、
交
流
を
続
け
て
い
る
札
幌

中
央
労
山
メ
ン
バ
ー
と
の
山
ス
キ
ー

（
逆
に
秋
に
は
、
北
海
道
メ
ン
バ
ー
が

来
宮
し
て
比
叡
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

交
流
）、
そ
し
て
藪
漕
ぎ
山
行
も
み
ん

な
大
好
き
で
す
。
年
間
で
延
べ
２
０

０
回
程
度
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

山
行
が
こ
こ
数
年
の
状
態
。
月
毎
の

計
画
や
報
告
を
交
流
す
る
例
会
は
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
会
メ
ン

バ
ー
手
作
り
の
比
叡
山
の
麓
に
あ
る

山
小
屋「
麓
屋
」。
下
鹿
川
地
区
に
あ
っ

て
比
叡
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
地
元
の

方
々
と
の
交
流
の
館
と
し
て
貴
重
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。「
西
都
山

岳
会
」
の
Ｆ
Ｂ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

更
新
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎年、恒例の「女性だけのアルプス縦走」を楽しむ

九州百名山登頂にチャレンジ

札幌中央労山との山スキー交流を続けている

秋は麓屋で札幌中央労山メンバーとの交流クラ
イミング

会
主
催
の
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
」

比
叡
山
南
面
ル
ー
ト

夏は、沢登りも楽しむ
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ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
検
定

ゴ
ー
ル
ド
レ
ベ
ル

　

３
回
に
わ
た
り
日
本
オ
リ
エ
ン
ー

リ
ン
グ
協
会
（
Ｊ
Ｏ
Ａ
）
の
ナ
ヴ
ィ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
検
定
を
紹
介
し

て
き
た
が
最
後
は
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル

ド
レ
ベ
ル
。
ゴ
ー
ル
ド
レ
ベ
ル
は
道

を
外
れ
た
場
合
や
地
図
上
で
は
道
が

な
い
場
所
で
も
目
的
地
に
到
達
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
山
の

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
技
術
難
易
度
Ｄ
、

Ｅ
や
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
に
も

対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
だ
。

　【
問
題
】

　

地
図
上
の
△
か
ら
◎
へ
紫
ル
ー
ト

で
下
山
し
て
い
る
途
中
に
写
真
の
場

所
に
出
ま
し
た
。
現
在
地
を
出
来
る

限
り
狭
い
範
囲
で
絞
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

・
予
定
ル
ー
ト
は
外
し
て
い
な
い

も
の
と
す
る

・
地
図
は
正
面
に
向
か
っ
て
概
ね

整
置
し
て
お
り
、
赤
斜
線
は
磁
北
を

示
す

132

正面

左側 右側
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ク
山
頂
」
に
重
ね
る
（
写
真
ｂ
）。
そ

の
と
き
プ
レ
ー
ト
長
辺
と
今
い
る
尾

根
線
が
交
差
す
る
場
所
、
Ｃ
を
現
在

地
と
し
て
絞
り
込
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル
ド
レ
ベ
ル
で

は
、
近
く
に
明
瞭
な
特
徴
が
な
く
て

も
遠
く
の
地
形
や
応
用
的
な
コ
ン
パ

ス
ワ
ー
ク
な
ど
も
駆
使
し
た
総
合
的

な
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
習

得
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
対
応
可
能

な
力
を
身
に
付
け
て
い
く
。
高
度
な

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
い
方
の
ゴ
ー

ル
ド
レ
ベ
ル
へ
の
挑
戦
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
ド
講
習
・
検
定

は
２
０
２
０
年
６
月
に
神
奈
川
県
南

足
柄
市
で
開
催
予
定
（
※
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り

延
期
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

【
解
説
例
】

　

判
断
が
難
し
い
場
所
で
あ
っ
て
も
、

現
在
地
把
握
の
基
本
は
ま
ず
近
く
の

場
所
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
で
あ

る
。
正
面
の
様
子
は
見
通
し
の
き
か

な
い
尾
根
だ
が
、
傾
斜
が
緩
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
予
定
ル
ー

ト
は
か
な
り
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
下
り
が
続
く
が
、

そ
の
中
で
傾
斜
が
緩
い
Ａ
～
Ｅ
に
候

補
地
を
絞
り
込
め
る
。
正
面
の
様
子

か
ら
は
そ
れ
以
上
の
絞
り
込
み
は
で

き
な
い
の
で
、
続
い
て
左
右
の
地
形

に
注
目
す
る
。

　

右
手
に
は
長
く
伸
び
る

尾
根
が
あ
る
。
傾
斜
が
特

徴
的
で
、
途
中
で
傾
斜
が

緩
く
な
り
い
く
つ
か
凹
凸

も
見
え
る
。
地
図
に
描
か

れ
た
鞍あ

ん

部ぶ

あ
た
り
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
が
見
え
て
い
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
や
や

高
い
位
置
に
見
え
る
の
で

緑
線
よ
り
下
に
い
る
と
推

測
で
き
る
。
一
方
、
左
手

は
視
界
が
開
け
て
い
て
大

き
な
ピ
ー
ク
か
ら
伸
び
て

く
る
尾
根
が
見
え
、
そ
の

尾
根
上
に
は
や
は
り
鞍
部
が
あ
る
。

鞍
部
の
細
か
な
様
子
は
読
み
取
り
づ

ら
い
が
、
こ
ち
ら
は
鞍
部
が
少
し
低

い
位
置
に
見
え
る
の
で
青
線
よ
り
上

に
い
る
と
推
測
で
き
る
。
以
上
の
推

測
か
ら
Ｂ
か
Ｃ
に
い
る
と
絞
り
込
め

る
。
も
し
Ｃ
で
あ
れ
ば
少
し
進
め
ば

そ
の
先
に
小
さ
な
尾
根
分
岐
が
あ
る
、

Ｂ
な
ら
ば
そ
れ
が
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
よ
り
正
確
に
判
断
可
能
だ
ろ
う
。

　

写
真
の
見
方
に
よ
っ
て
は
別
の
位

置
を
候
補
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
が
、
現
在
地
を
絞
り
込
む
考
え

方
の
１
つ
と
し
て
遠
く
の
風
景
を
利

用
す
る
方
法
も
覚
え
て
お
い
て
も
ら

い
た
い
。

　

今
回
の
様
に
見
通
し
が
き
く
と
き

は
、
プ
レ
ー
ト
コ
ン
パ
ス
を
利
用
し

て
位
置
を
絞
り
込
む
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
左
に
見
え

る
ピ
ー
ク
頂
上
に
写
真
ａ
の
様
に
コ

ン
パ
ス
を
向
け
た
と
き
、
度
数
指
示

線
が
５０
度
を
示
し
た
。
こ
こ
か
ら
地

図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
現
在
地
を

絞
り
込
む
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ

ろ
う
か
？

　

こ
れ
は
ク
ロ
ス
ベ
ア
リ
ン
グ
と
呼

ば
れ
る
コ
ン
パ
ス
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

５０
度
の
方
向
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
「
カ

プ
セ
ル
底
の
ノ
ー
ス
マ
ー
ク
」
と
「
地

図
に
描
か
れ
た
磁
北
線
」
が
平
行
に

な
る
よ
う
に

コ
ン
パ
ス
を

地
図
の
上
に

置
く
。
そ
の

状
態
を
維
持

し
た
ま
ま

「
プ
レ
ー
ト

長
辺
」を「
地

図
上
の
ピ
ー

写真ａ（合成によるイメージ図）

写真ｂ
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　 参考タイム　　交通　　地形図時 交 地

田苗代湿原

黒石登山口のトイレ

　

藤
里
駒
ヶ
岳
（
１
１
５
８
ｍ
）
は

白
神
山
地
に
位
置
す
る
秋
田
県
の
山

で
、
雪
形
が
馬
の
形
に
な
る
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
つ
い
た
信
仰
の
山
で
あ

る
。
知
名
度
は
い
ま
一
つ
か
も
し
れ

な
い
が
、
頂
上
北
側
山
麓
に
田
苗
代

の
湿
原
を
有
し
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

の
咲
く
時
期
（
６
月
下
旬
か
ら
７
月

上
旬
が
見
頃
）
や
紅
葉
の
時
期
に
ぜ

ひ
登
り
た
い
山
で
あ
る
。
登
山
コ
ー

ス
は
樺
岱
と
黒
石
沢
の
２
つ
が
あ
り
、

樺
岱
コ
ー
ス
の
方
が
概
し
て
険
し
く

時
間
も
か
か
る
。
こ
こ
で
は
、
田
苗

代
の
湿
原
巡
り
が
で
き
る
黒
石
沢
の

コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　

長
い
運
転
の
末
に
た
ど
り
着
い
た

黒
石
沢
登
山
口
に
は
、
舗
装
さ
れ
た

広
い
駐
車
場
、
ト
イ
レ
と
洗
い
場
が

完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
こ
で
ゆ
っ

く
り
支
度
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

な
お
、
洗
い
場
の
水
は
飲
料
に
適
さ

な
い
。

　

登
山
口
の
案
内
板
の
脇
か
ら
登
山

道
に
取
り
付
く
。
１０
分
ほ
ど
歩
く
と

分
岐
に
出
る
。
右
は
田
苗
代
湿
原
を

経
由
す
る
新
道
、
左
は
尾
根
通
し
に

登
る
旧
道
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
登
山

道
も
手
入
れ

が
行
き
届
い

て
い
る
。
ど

ち
ら
を
た

ど
っ
て
も
構

わ
な
い
が
、

頂
上
ま
で
の
登
り
は
高
度
差
が
３
５
０

ｍ
し
か
な
い
の
で
の
ん
び
り
登
り
た

い
。
こ
こ
で
は
、
田
苗
代
の
湿
原
巡
り

を
後
半
の
楽
し
み
に
し
て
旧
道
に
取
り

付
く
。
こ
の
登
山
道
は
北
斜
面
を
徐
々

に
高
度
を
上
げ
る
が
、
や
が
て
尾
根
に

出
る
と
急
登
と
な
り
、
傾
斜
が
落
ち
て

く
る
と
左
側
が
急
傾
斜
で
落
ち
て
い
る

尾
根
の
端
を
た
ど
る
よ
う
に
な
る
。
こ

こ
ま
で
登
れ
ば
頂
上
は
近
い
が
、
左
側

の
斜
面
に
注
意
し
て
登
り
た
い
。
頂
上

は
岩
木
山
や
白
神
山
地
の
展
望
が
良
い
。

　

下
り
の
新
道
は
、
最
初
は
急
斜
面
だ

が
、
下
る
ほ
ど
に
傾
斜
が
緩
く
な
る
。

標
高
８
４
０
ｍ
付
近
の
Ｔ
字
路
を
右
に

進
む
（
左
は
廃
道
）
と
、
や
が
て
湿
原

に
出
る
。
登
山
道
は
３
つ
の
湿
原
を
抜

け
る
が
、
真
ん
中
の
湿
原
が
一
番
広
く
、

こ
こ
で
時
間
を
と
っ
て
楽
し
み
た
い
。

湿
原
を
過
ぎ
る
と
、
新
道
と
旧
道
の
分

岐
は
直
ぐ
だ
。

藤
ふ じ さ と こ ま

里駒ヶ岳
た け

秋　田

山頂が三つに見えることから
「三ツ山」と親しまれ
水晶が採られていた山
山岳同人　GRAPPA ／東京 

酒井正裕

時

交

地

黒石沢登山口＞（旧道）＞藤里駒ケ岳＞（新道、田苗代湿原）
＞黒石沢登山口　休憩込みでおよそ 3 時間
秋田県側から：二ツ井から藤琴川に沿って瓶落峠の分岐を
左に進み、舗装された黒石林道を車でたどる。林道は舗装
されているが、道幅が比較的狭く距離もあるので、運転に
は注意したい。
青森県側から：西目屋村から津軽白神湖を経由し瓶落峠を
越えて黒石林道をたどる。部分的に未舗装となっているが、
黒石林道分岐までは道幅が広い。ただし、開通期間は事前
に確認する必要がある。
真名子・冷水岳・羽後焼山・尾太岳

至 樺岱

至 県道317号
西目屋二ツ井線

→

→

駒ヶ岳
1158m

秋田県
山本郡藤里町

岳岱自然観察
教育林

黒
石
林
道

藤
琴
川

黒石沢
登山口

田苗代
湿原
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ナンダ・デビィ
石井光造

　

も
う
一
二
年
前
に
な
る
。
〇
八
年
の
六

月
上
旬
二
週
間
、
イ
ン
ド
に
駐
在
し
て
い

た
Ｓ
君
の
招
き
で
、
山
仲
間
三
人
と
ガ
ル

ワ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き

た
。
首
都
デ
リ
ー
の
北
方
、
ネ
パ
ー
ル
国

境
西
側
の
山
々
で
、
最
高
峰
が
ナ
ン
ダ
・

デ
ビ
ィ
（
七
八
一
七
ｍ
）
で
あ
る
。

　

ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
ま
で
鉄
道
、
ガ
イ
ド
の

車
で
ジ
ョ
シ
マ
ー
ト
へ
。
ヨ
ガ
の
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
い
わ
れ
る
リ
シ
ュ
ケ
シ

の
先
で
、「
ガ
ン
ガ
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
」

と
指
さ
さ
れ
た
所
に
二
色
の
川
が
合
流
し

て
い
た
。
デ
ブ
プ
ラ
ヤ
グ
と
い
う
ガ
ン
ジ

ス
川
の
起
点
（
右
写
真
）
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ョ
シ
マ
ー
ト
か
ら
ア
ウ
リ
高
原
に
登

り
ガ
ル
ソ
ン
の
草
原
に
テ
ン
ト
を
張
っ

た
。
草
原
の
先
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
峰
に
初
対

面
。
ド
ウ
ナ
ギ
リ
（
ド
ロ
ナ
ギ
リ
と
も

七
〇
六
六
ｍ
）の
尖
峰
だ
っ
た（
左
写
真
）。

　

前
半
一
週
間
ナ
ン
ダ
・
デ
ビ
ィ
展
望
台

三
カ
所
、
登
山
口
の
ラ
タ
に
行
っ
た
が
、

世
界
一
の
双
耳
峰
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
東
峰
で
は
「
い
つ
か
あ
る
日
」

の
詩
を
書
い
た
デ
ュ
プ
ラ
が
遭
難
死
し
て

い
る
。
一
九
七
七
年
に
は
、
労
山
の
登
山

隊
も
挑
戦
し
て
い
た
。
今
も
興
味
津
々
。

vol.89

目は横に比べ縦が長く見えてしまいます

立山

①同じ長さのリボン
を T のように切っ
て置いてみましょ
う。

②縦のほうが長く見
えます。

③どうしても山を高
く描きがちです。

④そんな時は鉛筆で
計って描くといい
です。

横に置いてみる

た
か
く

　

み
え
る

縦
に
置
い
て
み
る

同じ長さのリボンなど

錯覚で縦は
長く見える
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待ってました！
撥
は っ

水
す い

アンダーの新製品

　

現
在
で
は
多
く
の
岳
人
に
愛
用
さ

れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ン
ト
ラ
ッ
ク
社
の

ド
ラ
イ
レ
イ
ヤ
ー
。
撥
水
ア
ン
ダ
ー

を
レ
イ
ヤ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
新
発

想
は
２
０
０
６
年
の
開
発
と
の
こ
と

で
す
。

　

バ
リ
バ
リ
と
良
く
山
に
行
く
登
山

者
中
心
に
、

コ
レ
は
ス
グ

レ
モ
ノ
と
い

う
噂う

わ
さ

が
広
が

り
、
私
が
初

め
て
試
着
し

た
の
は
２
０

０
８
年
４
月

２８
日
の
新
潟

県
八
海
山
で

し
た
。

　

ナ
ゼ
年
月
日
ま
で
そ
ん
な
に
ハ
ッ

キ
リ
覚
え
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思

わ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
前
日
に
谷
川
岳
・

マ
チ
ガ
沢
で
雪
上
訓
練
、
２
日
目
の

残
雪
の
八
海
山
登
山
に
エ
ベ
レ
ス
ト

に
女
性
初
登
頂
の
田
部
井
淳
子
さ
ん

が
飛
び
入
り
参
加
し
た
か
ら
な
の
で

す
。
ご
主
人
も
運
転
手
と
し
て
も
来

ら
れ
ま
し
た
が
、
奥
様
よ
り
は
る
か

に
静
か
な
方
で
し
た
。

　

そ
の
う
え
田
部
井
淳
子
さ
ん
は
２

つ
の
忘
れ
が
た
い
思
い
出
を
残
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
１
．
山
行
中
の
休
憩
時
に
自

家
製
の
笹さ

さ

だ
ん
ご
を
皆
に
分
け
て
い

た
だ
き
、
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。

が
、
そ
の
後
、
田
部
井
さ
ん
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
ゴ
ミ
と
な
る
葉
っ
ぱ

を
ポ
イ
ッ
と
山
中
に
投
げ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
。
す
か
さ
ず
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
・

Ｊ
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
略
で
、
山

岳
環
境
を
考
え
守
る
団
体
）
の
会
長

が
、
山
で
ゴ
ミ
を
捨
て
て
も
い
い
ん

で
す
か
？
」と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

「
里
帰
り
ヨ
！
」
と
の
返
事
…
一
瞬

考
え
て
「
あ
、
そ
う
か
」
と
私
も
納

得
で
す
。
日
本
海
側
の
豪
雪
地
帯
の

植
生
は
一
面
チ
シ
マ
ザ
サ
（
別
名
ネ

マ
ガ
リ
タ
ケ
）
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

笹
だ
ん
ご
の
葉
そ
の
も
の
だ
っ
た
ん

で
す
。
さ
す
が
～
と
感
心
し
き
り
で

し
た
。

　

そ
の
２
．
帰
り
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー

内
で
「
あ
ら
～
ピ
ッ
ケ
ル
持
っ

ち
ゃ
っ
て
～
雪
山
気
を
つ
け
て
ね
」

な
ん
て
世
界
の
田
部
井
さ
ん
に
タ
メ

口
を
き
い
て
い
る
観
光
客
の
お
ば
あ

さ
ん
に
遭
遇
。「
そ
ん
な
事
言
わ
し

て
お
い
て
い
い
ん
で
す
か
ぁ
？
」
と

小
声
で
聞
い
た
ら「
こ
ん
な
も
ん
よ
」

と
気
に
も
し
て
い
な
い
。
さ
す
が
大

物
登
山
家
は
違
う
な
と
ま
た
し
て
も

感
心
し
た
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
試
着
し
た
ド
ラ
イ
レ
イ

ヤ
ー
、
こ
の
日
は
４
月
な
の
に
超
暑

く
汗
が
ダ
ラ
ダ
ラ
で
「
何
だ
か
使
え

な
い
な
あ
～
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
調
べ
た
ら
、
レ
イ
ヤ
リ
ン
グ
な

の
で
暑
い
時
で
も
最
低
２
枚
の
着
用

な
わ
け
で
、
す
ご
く
暑
い
時
は
ド
ラ

イ
レ
イ
ヤ
ー
は
使
わ
ず
、
ベ
ー
ス
レ

イ
ヤ
ー
（
速
乾
性
の
シ
ャ
ツ
）
１
枚

の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
で
し
た
。

　

そ
れ
が
今
春
『
ド
ラ
イ
レ
イ
ヤ
ー

ク
ー
ル
』
と
い
う
待
ち
に
待
っ
た
夏

の
暑
い
時
期
用
の
超
極
薄
タ
イ
プ
が

新
発
売
さ
れ
た
の
で
す
。「
う
れ
し

い
～
」

　

ま
た
、
従
来
か
ら
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

な
タ
イ
プ
も
撥
水
能
力
が
ア
ッ
プ
し

進
化
し
た
と
の
事
で
す
。
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元カモシカスポーツ本店店長

女性にうれしいタンクトップとブラの新
製品が出た。タイプはベーシックとクー
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のクールと 3 種類のラインナップでリ
ニューアルした。このクールは今までの
ポリエステル製ではなく、ナイロン製の
極薄素材と独特だ。「暑い時にはドライ
レイヤーはダメ…」と言えなくなった。
写真はメンズのドライレイヤークール T
￥5,300

数日前の降雪で田んぼが白いも、足元にはカタク
リの花が沢山咲いている。もちろん八海山はじめ
越後（魚沼）三山はまだまだ大量の残雪の中だ

ドライレイヤー　クール

ドライレイヤー　WOMEN'S

4 月の八海山山麓　六万騎山から望む巻機山方面
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今
回
も
労
山
会
員
の
写
真
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
り
ま
す

地
元
の
山
、
雪
山
、
高
山
、
地
域
性
の
垣
間
見
え
る
写
真

草
花
、
水
、
山
小
屋
、
登
山
者
の
あ
る
風
景
…

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

6 月 30 日（火）まで

WEB 応募
専用サイトは https://form.run/@photo-JWAF

応募方法

資格　労山会員
点数　一人 10 点まで
作品　合成は不可。データは 1000 万画素以上
期日　6 月 30 日必着

応募規定

採用数：表紙および 1 月〜 12 月の計 13 点　
　　　　※採用作品には謝礼をお支払いします
選考：小松由佳さん（フォトグラファー）

選考規定

郵送
CD-R 又は USB で送付。フィルムカメラでの作品はデータを CD-R 又は USB に入れるか、A4 サイ
ズのプリント写真で送付。氏名・所属会・住所・電話番号・メールアドレス、各作品名・被写体の
山名（山域）・撮影年月日を明記してください。
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 5-24　日本勤労者山岳連盟　
※返却を希望する場合は、返却先を記載して切手を貼った封筒を同封してください。

カレンダー仕様
B4 判・中綴じ二つ折り
※写真はヨコ位置、
　257mm × 364mm（最大寸法）内で使用

ネットから
手軽に
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